
チェ ンマイ大学

｢ラー ンナータイの歴史 ･

考古学セミナー｣に出席 して

桂 満 希 郎

Ⅰ

今回のセ ミナーはチェンマイ大学人文学部

の単独主催によるもので,同学部学部長のモ

ーム ･ル ワン ･トゥイ ･チュムサーイ博士よ

り京都大学東南アジア研究センター ･バ ンコ

ク連絡事務所あて代表を送るようにとの招待

があったものである｡あいに く歴史あるいは

考古学専門の方が在 タイしてお られなか った

ため,比較的近い分野にある私が出席 しては

との連絡を同事務所より受 けて,結局チェン

マイに出かけることになったのである｡先に

タイ国芸術局により聞かれた 2回にわたる歴

史考古学関係のセ ミナー (第 1回 1960年ス

コータイ ;第 2回 1967年 チャイナ- ト)1'

に くらべて,今回のそれは主催者が一大学の

一学部 という小 さいものであったためか,か

なり小 じんまりした 家族的な 雰囲気の もの

であった｡出席者 も大 して多 くはな く,発表

者 および 主催者側の スタッフを 含めても約

1)石井米雄 ｢タイ国芸 術 局 主催 歴史 考古学セ ミ

ナーに参加して｣『東南アジア研究』第5巻第

1号,pp･201-206,1967.

200名 くらいでは ないかと思 う｡また,芸術

局による前 2回のセ ミナーに比べると,いわ

ゆる歴史 ･考古学の ｢大物｣あるいは｢長老｣

の顔ぶれがそろっていなか ったという印象を

受 けるが,その反面,若い研究者および歴史 ･

考古学を専門としないが関心を持 っ て い る

人,あるいは北 タイの郷土史家とでも言 うべ

き人達がよ くそろっていた点は面白い｡出席

者が少ないという点については,バ ンコクと

チェンマイ間の旅費が自己負担になっている

点 も考えねばな らないであろう｡

題 名の ｢ラ-ンナ-タイ｣と言 うのは, マ

ンラーイ王が ランプーンの- リブ ンチャイを

征服 しチ ェンマイに都を建てた仏暦19世紀よ

り同25世紀に至るまでの約 500年 にわたる北

タイ王朝を意味 し,この意味でチェンマイ大

学が本セ ミナーの主催者 となったのはしごく

もっともな事 と言えよう｡マンラーイ王以前

にも北 タイ一帯にタイ族が存在 していたこと

はたしかであるが,少な くとも今回のセ ミナ

-に関するかぎり, ｢ラーンナータイ｣ と言

うのは上記の約500年を指す ものと見てよい｡

また地理的に言 っても,同王朝の全盛期には

現在の北 タイだけでな くラオス,ビルマ等を

はじめとする近隣諸国の一部をもその蝕土内

に含んでいたのであるが,この点に関 しても,

セ ミナーの中心は現在の北 タイ (チェンマイ,

チェンラ-ィ,ランプー ン,ランパーン,プ

レ-,ナ- ン,メ～ホンソーンの 7県)を指

す ものと解 される｡この地域は,チェンマイ,

ランプーン,チェンセ-ン等をは じめとして,

未だ未研究の遺跡が残 っており,タイ国ある

いはタイ族の歴史を研究するうえではなはだ

興味深いところであり,今回のセ ミナーが開

かれたことは喜ぶべき事と言わねばならない

であろう｡私の行動は,10月19日チェンマイ
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着,23日までチェンマイ大学に滞在,セ ミナ

ーに出席,24日一 日チェンマイを歩きまわっ

た後,25日バ ンコクに帰着 した｡以下,プロ

グラムを追 ってセ ミナーの模様を略述 してい

く｡ なお, ここで言う ｢考古学｣(boranna-

khadii)の意味は 石 井 教 授の説明されたも

の2) と同じである｡

U

10月19日 :10月ともなれば北タイはかなり

気温が低 く,空気 も乾燥 していて快適である｡

駅に着 くと, 2- 3人の先生が大学か らむか

えに来て くれており,さっそ くバスで大学に

向か う｡大学は町を出はずれた, ドーイ ･ス

テープのふもとにあり,おどろくほど広いキ

ャンパスに建物が点々とちらぼっている｡タ

イ国の大学で最 も快適な地を占めていると言

えよう｡宿舎にあて られた第 1男子寮に落ち

つき,す ぐ登録を行なう｡バ ンコク ･チェン

マイ間の旅費,宿泊料 1日10バーツ,屋外見

学費30バーツ,登録費10バーツが自己負担に

な っており,その他の費用は大学の負担であ

る｡宿舎は 3人用の大きな部屋を 1人 1室あ

たえられ,ぜいたくなはどスペースがある｡

窓か らはキャンパスを一目で見渡すことがで

き,チェンマイ名物の ド-イ･ステープも見え

写真 1 ド-イ･ステープよりチェンマイ大学
を見おろす

2)Zbid.
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写真2 チェンマイ大学人文学部 セミナーの会場

る｡夕方 6時より学部長によるレセプション

が人文学部の庭で開かれる｡これを通 じて色

々な人に紹介されたが,予想以上に若い人達

(特に女性)が多い｡特にチェンマイ大学の

スタッフは,まだ大学そのものが若いせいか,

私と同年にチュラーロンコーン大学で勉強 し

ていた人達が多数見かけられたのはうれしか

った｡

10月20日 :会場に当て られた人文学部講堂

で総長の開会の挨拶があった後, 9時よりき

っそ く本題に入 る｡Khachon Sukkhaphanit

氏の ｢ラーンナータイとスコータイおよびア

ユタヤとの歴史的関係｣でスター トを切る｡

発表の要点は,(1)スコータイは当初に- リブ

ンチャイか ら文字を習い,その後タマラーチ

ャー リタイ王の頃にラーンナータイに対 し逆

輸入 し広まったのではないか｡これをささえ

るものとして,母音記号 aの代わりに同じ子

音文字を二つ並べ る方法は ス コー タイ と-

リブンチャイ以外 には見 出 されないことを

あげ,さらにマンラーイ王 が - リブ ンチャ

イを征服 した際 PhayaaYiibaaはスコータ

イ方面にのがれ,その後間もな くスコータイ

文字が現われたことを指摘 している｡また声

調符号の見 られるのはビルマの ミャ ･ゼーデ

ィー碑文のビュー語とスコータイ碑文のみで

あるが,この声調符号に関す る問題は今後の
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研究のためサ ジュス トす るにとどまる｡ (2)セ

イロン派の仏教は南方よりスコ-タイを通 じ

て ラーソナータイに入 っただけでな く, タ ト

ン,パ ガン, ランプーン,ラーンナ-タイと

いうルー トもあったにちがいない｡だいたい,

要点はこういったところであるが, これに対

して問題のltl心にふれ るような質問あるいは

反対意見は全然出なか った｡次いで,休 けい
の後,グ リスウオル ド氏の ｢ラー ンナ-タイ

の仏像｣にうつ る. 最初に仏像一般に関す る

イコノグラフィーの説明を し,次いでその理

論にもとづいてスライ ドによる実例を見せな

が ら,ラー ンナータイの仏像の歴史的変遷を

説明 したものである｡氏の考えはタイ因で一

般に受 け入れ られている考えとは多少 ことな

っているので興味深か った｡先に大学を訪問

してお られた皇太后殿下の出発を見送 るのに

時間をさいたため質疑の時間がけず られたの

は残念であった｡午後 は一同ワッ ト･ブラシ

ンに.L掴 1けその広間で M.CISaphatradit

Ditsakun教授の ｢ラーンナ-タイの 建築｣

であるが,同教授が公務の都合上 裾 寓できな

か ったので,芸術局の ソムチ ッ ト氏が代理発

表 した｡本ペーパーにおける建築 と言 うのは

主 としてチェデ ィ-(仏塔)を意味 していると

考え られ るが, これに対 して,チ ェデ ィーの

みを対象にすればどうして も材料不足 となる

ので, もっと広い意味に解 して都跡や城壁跡

等 も重要な資料 として考慮に入れ るべ きでは

ないか との意見があった｡また Khachon氏よ

り14世紀以前の遺跡があるか どうか,そ して

ウイエ ン ･チャイプ ラカーンの位芹引こついて

は TamnaanSinghanawat(V)07ulu諒mu蒜)

の ｢チ ェンセ-ンより一晩歩 い たところ｣ と

言 う個所か らして,現在のファー ン近辺にあ

ったという考えには,時間的 ･地理的にみて

賛成 しがたいという意 味の発言があったが,

この 2点については今後の調査 ･研究に持 た

ねばな らないというところに落 ち着 く｡この

後,ワッ ト･チ ェデ ィー ･チェ ト･ヨー ド,

ワット･ウモー ンを見学 し,第 1日日終了と

な る｡一般に,問題の核心にふれ る発言がと

ぽ しいように思われた｡

10月21日 :前 日と同じ要領で,(1)テ ィン ･

ラテ ィカノック教授の ｢ラーンナータイ時代

の教育｣, (2)プ ラサー ト･ナ .ナコーン博士

の ｢マ ンラーイ王の法律｣,(3)シンカ ･ワンナ

サイ氏の ｢ラーンナ-タイの;言寺｣が順を追 っ

て進められ る｡(1)は当時の教育が寺で行なわ

れたために,主として男子の教育に話が しぼ

られる｡ 教育課程,内容,先住 となる僧侶の

位による教授義務の分租か ら,一定の課程を

終了した者に与 えられる称号および彼 らのた

ず さわ る職業あるいは共同体で果たす役割等

についての説明である｡同教授の研究はチュ

ンマイ文字による古文書および村の老人 との

インタビューにもとづいて成 されたものと考

えられる｡(2)は非常に興味深 いものであるが,

同博士 も最初にことわ ったように,公務 多忙

のため準備時間を 欠いたためか,坂 本 の 種

類 ･経歴の説明があった後,法律の条文 (現

写真 3 ワット･プラボロムマ/'1- 卜･
ランプーン
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代 タイ語に訳 したもの)を読み あげ る に と

どまる｡これは当時の社会その他を知る上で

非常に面白いものだと思われるが,後 日この

条文が印刷配布されるのが楽 しみである｡た

だ,現代タイ語になおして しまわずに原文の

ままあるいは両方を提 して欲 しいものである｡

(3)は北タイの地方文学で韻文を取 りあげ,主

としてカ-オを説明したものであるが,実例

を朗詠しながらの説明で,全員楽 しく聞いた｡

しか し,地方文学 という性格上,各地に散在

す る作品を収集 ･整理 ･分類 (時代的および

内容的に)す るまでには至っていない｡これ

は作品自体が広い地域にちらぼっていること,

作者が名前を書き残すことがほとんどないこ

とを考えると,極めて困難な仕事と言わねば

ならないであろう｡また,韻文の形式による

分類のほかに,歌い方にも色 々な形があり,

同一の詩でも色 々な調子で歌 うことが出来 る

のであるが,実際に聞いてみると,意味は別

として,その調子が日本の琵琶,狂言等の調

子におどろ くほど似ている｡この最後の議題

はワット･プラター ト･ド-イステープにて

行なわれた｡

10月22日 :朝か らチェンマイを出て,並木

道を通 りぬけて ランプーンに向かう｡ランプ

ーンの町は,自動車や人やサームローなどで

混雑 したチェンマイとはことなり,昼間でも

不思議な ほど ひっそりと している｡ま ず,

ワット･プラボロムマター ト･ランプーンに

着き,そこの 集会室で SaengMonwithuun

氏の ｢ラーンナータイにおける仏教の歴史｣

が始められるO発表の内容はラーンナ-タイ

における仏教史概説とでも言 うべきものであ

ったが,同じセイロン派の仏教でありなが ら

中部 タイと北部 タイとではなぜ経文の読み方

の調子がひどく異なるのかと言 う質問があり,

これに対 して,同じ経文でも受け入れ られた

地方の言語が異なるとそれにつれて読み方の

調子 も異なって くると考えられるとの答えが

196

第 6番 第 1号

写真4 ワット･チャーマテーウィ-
のチェディー

あった｡また大変興味深い質問として,ラー

ンナ-タイの人達をして仏教と深い結びつき

を保たせているものは何であろうかというの

があったが,これに対 して,Khachon氏が子

供の家庭における教育あるいはしつけが深 く

仏教に根ざしたものだか らではなかろうかと

の意見を出したが,あまり説得力はなかった

ようである｡次いで ManitWanliphoom 氏

の ｢- リブンチャイおよびウイエン ･タ～カ

ーンにおける考古学上の遺跡｣にうつ り,請

の要点は- リブンチャイの位置,建立者およ

び統治者,- リブンチャイの民族あるいは人

秤,ウィエン ･クーカーンなどについて,良

近調査された遺跡および自分の調査の結果に

もとづいての発表であるが,代理発表であっ

たため,主として- リブンチャイの民族,人

種,ウィエン ･クーカーンに話が限 られる｡

- リブンチャイの先住者はいちおうコ～ムに

ついでモーンということになっているが,汰

定的な結論はまだ出ていない｡ウイエン ･ク

ーカーンの周辺には三つ四つのモーンの部落

があり,古い城壁内にはタイ化 した,または

- 196-



棉:チェンマイ大学 ｢ラ-ン十一タイの歴史･考古学セミナー｣

ほとんどタイ化 しているタイヤイの村があり,

現在の ランプーンにもモーンの村が多数存在

す るが,これ らの村に当たってみると,比較

的新 しい時代に移って来たものと,古 くか ら

住みついていて タイ化 したものとの二つに分

かれ る｡そこで, ピン川流域の住民が何民族

であったかという研究を,ボンサーワダーン,

タムナ-ンの面か らだけではな く,実地調査

の面か らも進めるべきではないか との発言が

テ ィン教授によってなされた｡ウィエン ･ク

ーカーンと言 うのは,1965年芸術大学のチ-

ムにより調査 された 都跡で, 490m -ノ740m

の広さを持 ち,12世紀のころの- リブンチ ャ

イ遺跡 として ランプーンに次 ぐ重要な所とさ

れているが,細部に関 しては,今後の調査研

究に持たねばならない｡

10月23日 :最後の発表は,歴 史 とは 直 接

の 関係は ないが, Sanguan Chootisnkkha-

rat氏の ｢ラーンナ-タイの歴史研究におけ

る諸問題｣で,調査研究のための費用,文献

の収集 と研究,遺跡類の保存 ･盗難防止等に

闇す る話である｡調査研究の費用 という点に

ついて,自分の国のことでありなが ら何かや

写真 5 ウィエン･クーカーンのチェディー

写真 6 ワット･プラユ-ン

る度に外国の財団か ら金をもらわなければな

らないのEiJ情ないことで,それ くらい自分の

力で出来ないものだろうか と言 う発言があっ

たが,これに対 して,外国の財団が援助 して

くれるのは,歴史的遺跡 というのはタイだけ

のものではな く全人類のものだという考え方

にもとづいたものであり,またタイだけでや

っても大 したことは出来ないか ら,いまのと

ころ援助を受 けるのも仕方がないという意見

が出た｡文献については, 古いチェンマイ文

字で書かれた貴重な資料が各地にちらぼって

いるが,こJl/らを-一所に集めて整理分類 し保

存す るためには,どうしてもチェンマイ文字

の知識が必要 となるが,この役目はチェンマ

イ大学が引き受けるべきだとの意見が出る｡

これに対 し,同人学ではマスターコースの歴

史の-科 目としてチェンマイ文字の授業を行

ない,ひいては北 タイの文献を収集整理 し図

書室を作る計画がある旨,テ ィン教授より回

答があった｡その他, 歴史的遺跡の盗難 ･破

壊等に関 して,これは現在の初等教育におけ

る歴史科 目を改める必要がある｡今のそれは,

歴史と言えば年代と人名の暗記にとどまり何
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のおもしろ味もないものとなっているが,こ

れをもっと自分達の歴史に対 して興味をいだ

かせ るような性格のものに改める必要がある

との発言があった｡また新 しい都市建設のた

めに遺跡が犠牲にされることに対す る強い反

対の態度が示された.こういったセ ミナー等

の機会には都市建設に関す る役人をも呼ぶべ

きだと言 う意見 も出た｡最後の日は Sanguan

氏の発表のみで午前中全部を費や し,その後

す ぐ,学部長による閉会の辞があり,希望者

のみパー ･ダム- ピクニ ックに出かけて終了

となる｡

Ⅲ

今回のセ ミナーに出席 して感 じられたこと

を記 して最後の章としたい｡いつ もよく言わ

れることではあるが,発表者に対す る若い人

達の意見発表が少ない｡これは彼 らが自分自

身の考えあるいは発表 された内容に対する疑

問や反対意見を持 っていないと言 うことでは

な く,そうすることが礼に反するとでもいう

風潮があると言った方がいいだろう｡休けい

時間には盛んに色 々な意見が取 りかわされ,

｢タイの学会では自分より上の人に対 して反

対意見をのべる者がないのは困ったものだ｡｣

と言 う意味の言葉はよ く聞 くのであるが,い

ざという時になると,そう言 っている人達 自

身もたいていは沈黙を守 ってしまうのである｡

また,全体を通 じて,発表内容の核心に触れ

るような質問 ･意見等が案外少な く,どちら

かと言えば第二次的な末梢事についての発言

が多 く,中にはかなりな ｢トンチンカン｣も

あった｡例えば,テ ィン教授の発表において,

ラーンナータイの教育そのものについての発

言よりも, ｢* nnaathaj｣は元は ｢1danna-

athaj｣であったか どうかという ことにか な

りの時間を費やした｡最後のセッションで,

反省として, ｢もっと中心問題を論ず るべき

198

第 6巻 第 1号

で,直接関係ない小さな事柄は大 して重要で

はない｡｣という意味の発言があったが,これ

に対 して ｢小 さな事でも重要だ｣という反対

意見が案外多か った｡この点については,也

席者のほうに発表者 と同程度の予備知識が欠

けていることに原因があるかもしれない｡ペ

ーパーは開会前 日に配布 されたが,もう少 し

早 くか ら配布 して,各出席者が内容について

質問なり意見なりを持つに充分なだけの余裕

を与えれば,かなり防 ぐことが出来 るのでは

なかろうか｡

先にものべたように,今回はタイ国におけ

る歴史あるいは考古学の ｢大物｣とでもいう

べき人達が比較的少な く,そのかわ り他の分

野を職業とするかたわ ら個人的にこつ こつと

研究を進めている,いわば ｢郷土史家｣とで

もいう人達が多かった｡これ らの人達はいわ

ゆる ｢大物｣のように華やかさはないけれど

も,その分野においてはいわゆる｢生き字引｣

のような人達が多 く,こういった人達 と話を

す る機会を持てたことは非常な幸いであった｡

また,直接セ ミナー自体 とは関係ないが,こ

れを機会に,色 々な人と知 り合い,話をす る

ことが出来たのは大変責重なことと言わねば

ならない｡宿舎は 1人 1部屋与えられたので

あるが,毎晩数人が寄 り集っておそ くまで話

し込んだために,最後の 日は昼間か らいねむ

りが出る始末であった｡歴史のみに限 らずど

の研究にしろ,その国の人達 とつき合い話を

す るということは,本を読んだり調査に出か

けたりするにおとらず大事なことだと思 う｡

最後に,今回のセ ミナー出席に関 して,チ

ェンマイ大学人文学部,京都大学東南アジア

研究センター ･バ ンコク連絡事務所に対 し,

深 く感謝す る｡

1967年11月 6日

ノヾ ンコクにて
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農業開発のためのユネスコ活動

科学国際諮問委員会

本 間 武

ユネスコと農業開発

発展途上国の農業開発は今 日の世界的課題

である｡ この農業開発を進めるには多 くの条

件がある｡たとえば,ニューヨークに本部を

お く AgriculturalDevelopmentCouncilの

会長モーシャ-博士は,発展途上国で農業を

開発させ るためにはつぎの諸条件が必要であ

ることを指摘す る｡(ArthurT.Mosher,Get-

ting AgricultureMoving,Essentialsfor

DevelopmentandModernization.Frederic

A.Prager,New York,1966.)

(1)農業開発の基本条件

i)農産物販売のための市場の存在

ii)農業技術の改善

iii)農業生産費材の確保

iv)農民-の生産のための刺激

Ⅴ)交通通信の発達

(2)農業開発の促進条件

i)農業開発のための数百

ii)集塵のための金融

iii)農民活動の組織化

iv)農地の改良と拡張

Ⅴ)農業開発のための国家計画

わた くLはこの開発条件の分類や規定には

かならず Lも全面的に賛成す るわけではない｡

しか し,少な くともこの規定で明らかなよう

に,教育と技術 (あるいは科学) とがここに

あげられた10条件のうちの二つを占めている｡

また農業開発を長期的に見 るとき,教育と科

学 とにたいす る投資の効果がきわめて高いこ

とはすでに広 く認められている｡ところが,

現実の発展途上国においてはこの教育や科学

-の投資 という長期的な迂回年産的な開発方

式をとるだけの資本 と時間とを欠いており,

これがともすれば軽視されがちである｡それ

だけに,農業開発の条件の百成にあたり,と

くに教育と科学 とにたいす る外因か らの援助

が必要 となる｡

他方,国連は1960年代を｢開発の十年 (De-

velopmentDecade)Jとして積極的に発碍途

上国援助にの りだしている｡国連諸機闇のう

ちで,教育 ･科学 ･文化をとりあつか うユネ

スコはいずれか というと発展途上国の経済発

展の必要性の認識が十分でな く, したがって

その援助活動が他の機関に くらべお くれてい

たように見受けられる｡ユネスコの低開発国

にたいす る活動は,学校教育を庁一心とす る教

育制度の改善に重点をおいてきた｡それはユ

ネスコ としては当然で あろう｡ しか し,｢南

北対二立｣の激化に ともない,｢南北問題｣ に

焦点をあわせ,開発を意識 しての活動の必要

がせまられてきた｡

1962年の第12回総会ではじめて農業･商業･

工業などの技術および職業教育にたいす る勧

告が採択され,農業教育にユネスコが精柿 的

にとりかか ることになった｡1964年第13回総

会で農業教育 ･科学部が設置され,またその
プログラムのための作業部会が設けられ, こ

の部会の結論が1966年に提出された｡1967年

5月の第76回執行委員会で農業教育 ･科学の

国際諮問委員会が設けられ,ユネスコが南北

問題 とくにその対策 としての農業開発を意 識

し,そのうえでの農業教育 ･科学 とをユネス
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コの立場か ら積極的にとりあげることになっ

たわけである｡これはユネスコとしてまこと

に喜ばしい動きであると思われる｡

ユネスコ兼業教育 ･科学国際諮問

委見会第 1回会議

国際諮問委員会はつぎの委員か ら構成され

た ｡

Prof.RogerBlais,Head,InstituteNation-

alAgronomique,Paris(France)

Prof.Ⅴ.Kas,Dean,FacultyofAgronomy,

PragueAgriculturalUniversity,Prague

(Chechoslovakia)

Prof.Ⅴ.Krasota,Chief,Departmentof

Agricultural Education, Ministry of

Agriculture,Moscow (U.S.S.R.)

Prof.PascalLissouba,Centred'Enseigne一

mentSuperieurdeBrazzaville,Brazza-

ville,Brazzaville(Congo)

Dr.G.EIMallah,Dean,FacultyofAgri-

culture,AlexandriaUniversity,Alexan-

dria(U.A.R.)

Dr.AngelMarzocca,Director,Departa一

mientodeEspecidizaci6n,CentroNacion-

aldelnvestigacionsAgropecuria,Buenos

Aires(Argentina)

Prof.TakeshiMotooka,KyotoUniversity,

Kyoto(Japan)

Prof.M.A.Nour,Dean,FacultyofAgri-

culture,UniversityofKhartoum,Khar-

toum (Sudan)

Dr.B.P.Pal, Director-General, Indian

CouncilofAgriculturalResearch,New

Delhi(India)

Prof.Armando Samper,Director-General,

Inter-AmericanInstituteofAgricultural

Sciences,SamJos6(CostaRica)

SirWilliam Slater,Formerly Secretary,

AgriculturalResearch Council, Fittle-
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worth-Sussex(U.K.)

Prof.Cordon I.Swanson, Universityof

Minnesota,St.Paul,Min°.(U.S.A.)

この第 1回会議は,1967年11月 6日か ら10

日までバ リーのユネスコ本部でインドの Dr.

Pal以外の全委員が出席し,SirSlaterを議

長に, Prof.Swansonを Rapporteur に選

出して開催された｡

とりあっかわれた議題は,

(1) 現在までのユネスコの農業教育 ･科学

にかんする活動状況の検討

(2) これか らの事業目的と優先権

(3) 事業計画の枠 ぐみ

(4) 事業実施の枠 ぐみ

である｡

この会議の概要についてはすでに発表 した

ので (日本ユネスコ国内委員会 『ユネスコ資

料』17号,1968),ここでは重複をさけたい｡

また会議の正式の報告については FinalRe-

portofthelstSession oftheUNESCO

InternationalAdvisoryCommitteeonAg-

riculturalEducationandScienceが公刊さ

れているO討議の内容がこれによってもうか

がえよう｡

会 議 の 印 象

ここでは会議の内容よりもこの会議におけ

る印象,それをとおしてのユネスコのこれか

らの農業開発のための農業教育 ･科学につい

ての私見を記しておきたい｡

(1) これまでのユネスコの農業教育および

科学をとおしての農業開発にかんする活動を

とりまとめると (交渉中のものを除 く),つぎ

のようになる｡

i) スイスにある InternationalCentre

forAgriclllturalEducationが熱帯地域の

農業教員のために隔年セ ミナーを開催 して

いるが,これにたいする援助｡

ii) 小学校における農村教育のパイロッ
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写真 1 パ リ-ujユネスコ本部

卜計画 として カメル ー ンの Yaound6教育

大学での農村 向け教員の訓練, ウガ ンダに

おける村落開発総 合研究の実施｡

iii) 国連開発計画 (UNDP)の援助の もと

での農業教育改善｡すなわち後期 中等教育

に農業教育を導入す るためにフ ィリピンで

ⅠnstituteofTechnology,上級技 術者育成

のためにマ リーで RuralPolytechnicln-

stituteの設立, 申 級技術者 と教 員 の養成

をはか るため コロンビアで｢F)等農業教育計

画 の設定｡

iv) UNDPの もとでの農業教育および農

村開発のための専門家調査団の派遣 ｡すで

にテ リー,マ レー シア,ブ ラザ ビル コンゴ

およびセ ネガールに送 られた｡

Ⅴ) 農村地域での情報伝播の比較研究を

イ ン ドとコスタ リカにおいて実施｡

vi) ユ ネスコの農業開発に閑適す る事業

としては,UNDPの もと6カ国での実験的

識学計画 (ExperimentalWorldLeteracy

Programme)｡ユ ネス コの コ ミュニケー シ

ョン事 業 として セネガ-ルで農村成人教習

のための視聴克教育の実施OユネスコtJ_)教
育計画財政部 では農業教育の必要件を.自

然資源部では農業に関連す る科学を とりあ

げ,また科学教育部ではアフ リカでの/吊'/A

学パ イロ ッ ト計画を もつ ｡

vii) ユネスコは ILO と協同 して マ リー

で農村 訓練 セ ンターを 設 け, FAO と協同

して AgriculturalEducationthroughout

theWorldの報!r?l-一書を作成す るとともにTT,Fli

業訓練 における視聴覚方法を採用 した｡

以上がそのすべてであ るO これか らして明

らかなようにユネスコの農業開発ojためU用

事が きわめて低調である｡ またその事業がお

どろ くほど散発 的であ り,思 いつ き的であ る

とも推察 されよ う｡ とにか くユネス コが'']li業

開発 にたい し, これまでほとん ど闇心がなか

ったことを如実 に示 してい る｡ もちろんその

こと自体に も問題があ るが,それ以上 にいま

反省 されなければな らないのは,従 来の諸車

業について いささか も評価 (evaluation)が

なされなか ったことであ る. これは国運機閲

の援助活動 に広 く共通的に見 られ る点であ る｡

あ らゆ る援助活動は試行錯誤の道をたどるが,

言呉りを くりか えさない ためには,evaluation

が必要不可欠 な条件 にな る｡反省の Lには じ

めて前進があ りうる｡

(2) もともと数百昔仲射ま長期にわた って行
なわれなければな らず,総合的な ものでな く

一201--

写真2 パリ-U-)ユネスコ本邦庭園
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写真3 バリーユネスコ本部からの眺望

てはならない｡にもかかわらず,あまりにも

散発的であり,短期的であることの理由とし

て, (i)ユネスコ予算が 2カ年であること,

(ii)ユネスコ農業教育 ･科学部の専門職員が

部長をふ くめて 5人 しかいないこと,(iii)部

の年経費が約16万 ドルにすぎないことなどの

行政的障害があげられる｡この障害的条件は

たしかに認められよう｡ しか し,より大切な

のは教育計画における総合性と長期性の重要

なことをユネスコとして十分に認識す ること

にある｡教育の国際機関であるユネスコが,

効果的な教育のための必要条件である長期性

を軽視 していることはどうしても納得できな

い｡

(3) ユネスコの援助活動のための基礎をな

すのは,低開発諸国の開発実態と教育 との比

較研究にあると思われる｡というのは,この

委員会で各委員の発言を聞いて低開発国間で

の開発段階のあまりにも甚だしい相違に驚い

た｡農業教育と科学は,それぞれの国の開発

段階に対応 して発展 させ られるべきである｡

そのためには ｢比較研究｣が徹底的に行なわ

れなければならない｡
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(4) つぎにユネスコとしては,専門家派遣

やパイロット計画を主として実施す る｡これ

らはいずれも部分的あるいは小規模なもので

ある｡大規模プロジェク トは実際上ほとんど

行なわれていない｡これまたユネスコの限 ら

れた予算 とスタッフをもって しては,いたし

かたないことであろう｡大規模プロジェク ト

はユネスコだけでは賄えない｡それぞれの国

がみずか ら担当しうるものでなければならな

い｡専門家派遣やパイロットプロジェク トは,

いずれはその国が自力で行なう大規模プロジ

ェク トに発展す るであろうとの前提で実施さ

れていると理解すべきである｡しか しこれま

でのところ,ユネスコがパイロットプロジェ

ク トか ら手をひ くと,それが ｢開店休業状態｣

になったり,雲散霧消 して しまう実例が多い｡

たとえばタイ中央部の ChaCheongSaoにお

ける教育制度改善を目的としたプロジェク ト

や北部ウ ドンにおける村落開発を目的とした

TUFEC (Thailand UNESCO Fundamental

EducationCenter)がそれである｡それだけ

に,専門家派遣やパイロットプロジェク トを

実施す るにさいしては受入れ国側と十分な協

調がなされなければならない｡

(5) さらに農業教育と科学 とにおいて,ユ

ネスコが科学面よりも教育面をより重視 して

いる印象をうける｡農業科学については基礎

面 と応用面 とに分かれるが,その応用面にお

いては農業技術 と密接に関連す る｡この農業

技術は,FÅo (国連食糧農業機構)の直接に

担当するところである｡この意味でユネスコ

が農業に応用 しうる基礎科学 (自然科学でい

うと生物化学,社会科学でいうと人間行動科

学)の発展により積極的に貢献 し う るが,

FAO との分業の意味において 有意義なので

はないかと思われる｡

(6) 農業開発のために,国連諸機関とくに

FAO や ILO (国際労働機構) との密接な協

調がはか られるべきである｡この点現実には
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どうも縄張 り争いの傾向が強いように見受け

られる｡ことに農業教育については,ある国

では教育省,ある国では農務省の所管になっ

ている｡教育省はユネスコと,農務省は FAO

とむすびつ く｡それだけに農業教育の援助に

ついてはユネスコと FAOとの競合がきわめ

て深刻な問題 となるであろう｡

さらにユネスコの内部において も,各部局

がなん らかの程度で農業開発なり農村開発 と

関係をもつ｡この部局間の協調の必要なこと

はいうまでもなかろう｡

また,ユネスコが低開発国を援助す る場合,

それぞれの低開発国で実施されている二国間

ベースでの援助と密接な連絡をほか るべきで

ある｡教育 ･文化援助についてはとくにフラ

ンスが熱心である｡アメリカの対外援助も決

して農村開発を軽視 してはいない｡ユネスコ

にかぎらず,あらゆる国際機関による援助は,

これ ら二国間ベースの援助とできるだけ協調

されるべきである｡

これ らの問題点は会議においても指摘され

たところである｡たとえその全面的な解決は

ひじょうにむずか しくても,ユネスコ活動の

農業開発における実質的効果をあげるために

は,これ らの問題点がひとつずつ着実に解決

されなければな らない｡

この会議でわた くLは,国際諮問委員会の

性格, したがってその組織運営にも多 くの問

題があると感 じた｡とくに国際機関の基本的

性格 といったものについて考えさせ られた｡

各委員が自分の体験,職場あるいは国益をも

ととして発言す るきらいさえあった｡委員の

うち大学農学部長が多か っただけに, この会

議がときには DeanClubのようであった｡

アジアか らの出席委員はわた くしだけであ

ったが,世界人口の 6%を占めるにすぎない

アフリカが11人の委員のうち3人を占めてい

た｡そのためだけではなかろうが,会議はき

わめてアフリカ指向的であった｡これはアフ

リカの国連加盟国が圧倒的に多 くなったため

でもあろうが,アフ リカ諸国の発言が強いと

どうしても全世界的でな くてアフ リカ的な農

業開発問題がとりあげ られることになる｡こ

のことは,今後ひじょうに注意すべきではな

かろうか｡

日本の発展途上国とくに東南アジア諸国に

たいする援助の責務が重大になってきている

今 日,ユネスコ活動に果たす 日本の役割が大

いに必要になってきたと思われる｡そのため

には,ユネスコの本部職員やプロジェク トあ

るいは専門家派遣事業-の参加者が, 日本か

らもっとふえるべきであろう｡この意味で,

この会議開催のときユネスコ農業教育科学部

長として帯広畜産大学教授田島重雄博士が新

しく着任されたことは,ひじょうに喜ば しい

ことである｡

また, 日本の農業教育 と研究の実情をユネ

スコ関係者 によ く知 らせて, 日本の能力をユ

ネスコ活動に浸透させ ることが大切であると

思われた｡これは, 日本の農業教育 と科学の

水準が発展途上国のそれに通用されうる両を

多分にもつか らである｡FAOにおいて 日本

農業の経験が高 く評価されて いるが,(たと

えば P.G.H.Barter,ProblemsofAgricul-

turaZDevelopment,Geneva,1966,p.30)ユ

ネスコではまだそこまでいっていないように

見受 けられる｡

最後に,全世界を柏手 とす るユネスコとし

てほ,東南アジアにとくに重点をお くわけに

はゆかない｡ そこで,ユネスコ活動はもちろ

ん,ユネスコ活動以外をとおして も日本は東

南アジア農業開発の重要な条件をなす農業教

育 と科学 とに積極的に協力すべきであろう｡

この分野において 日本が二国間ベースにおけ

る援助にさい しては,できるだけユネスコと

密接な連絡をとることが望ましい｡
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タ イ 国 植 物 調 査 記

福 岡 誠 行

再び訪れることになったタイ国は雨期の盛

りであった｡その降 り方は予想に反 して, 冒

本の梅雨期のように何 日も降 り続 く｡このた

め私達の野外調査も思 っていたほど楽なもの

ではなかった｡

両の中の調査はお役所との折衝に当たられ

た芦田先生,自動車事故でバ ンコクに残 るこ

とを予儀な くされた門川先生 と上野氏を除い

てまず半島部-向か う｡限 られた時間内にで

きるだけ能率を上げるため 3班に分かれてそ

れぞれ別行動をとるO-組は淡水藻類を求め

て Songkhla まで往復 3000km の ドライブ

を 1週間でされた平野先生,もう一組は前LElJ

多 くの興味ある植物を採集できた KhaoLu-

ang-再び登 り,残る一組は清水氏を中 心に

石灰岩地帯の植物相の調査に当たる｡私の参

加 した石灰岩チームは 8月17日ビルマの国境

とタイ湾にはさまれタイ国が東西に最 も狭 く

なった所にある HuayYang周辺で活動を開

始する｡宿舎は浜辺にあり砂浜を洗う波音が

静かに聞えて くるし, 口の出る頃には虫の声

もコーラスに加わる｡ ここは静かなだけにま

た不便なところで 食事をす るにも 50km 離

れた BangSaphanまで出向かなければなら

ない｡ただ,舗装された道路がほとんど一恵
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タ イ 国 調 査 地

1DoiTung 2ChiangKhong
3DoiPhaHomPok 4D(コiChiangDao
5Do主Suthep 6Huay丁ak
7Do主RunThan 8MaeSariang
9PhuMiang 10PhuKradung
llLangSang国立公園

12SamuiPrakan 13HuayYang
14KhaoLuang 15Phangnga
16ThungSong

線に続いていてそのうえ車が少ないか ら日本

とは事情が異なる｡時速 100km で突走って

30分後には食事にありつける｡ しか し夕食に

費やされる2時間は仕事が全 く中断されて し

まうだけに痛かった｡毎晩採集品を新聞紙に

挟むだけで貢夜中までかか り,さらに翌 日ま



福間 :タイ国植物調査言己

でもちこしたこともたびたびあった｡この間,

標本の乾燥もしなければならない｡乾燥は段

ボールに標本を挟み,下からラジュースであ

ぶる加熱乾燥である0時々ラジュースのポン

プを押さないと能率は著しく低下するし,逮

に火が強すぎると標本が焦げたり燃えたりす

る｡タイの人にまかせて 2度ばか り火事を起

こしてしまった｡順調にゆけば早いもので 2

時間,遅いものでも2日あれば乾き上がる｡

それでも収穫の多い時はタバコを吸う暇もな

いほどの忙しさである｡

HuayYang付近でひときわ高いKhaoLu-

angは 1494mの頂上をビルマ国内に突き出

している｡遠 くか ら眺めながら ｢登りたい｣

を連発 したものである｡この山の麓はおそま

つながら観光地となっていて入口に茶店があ

り川に沿 って薄暗い熱帯降雨林の車を迂回路

が走っているOこの道をそれて花田岩の重な

り合っている川底を進むと花梅岩の一枚岩に

はばまれる｡岩の上にはい上がると可憐な草

花が咲き乱れている｡葬手も帯では草本性植物に

通 した向陽地は少ない｡このように大岩の上

とか砂浜のように樹木の侵入できない土壌条

件の所や山地民によって行なわれた焼畑の跡

にしか草原ないしは草本性群落は発達 しない｡

さらに南下 した Phangnga付近は年間降

雨量の最も多い地域の一つでゴムの植林 も盛

んである｡雨量が多いだけに植物相 も豊富で,

Craiも らによって 記載された新種の 原 産 地

typelocalityとしても有名な 所である｡原

産地の調査はこれか らの研究にとって欠 くこ

とのできない基礎資料 となるか ら未調査地域

における採集とは違った意味の重要さがある｡

このあたりはそそり立った石灰岩の丘が見渡

す限り重なり合っている｡これらの岩山-分

け入 ってみると,湿潤な森林の発達 した所,

比較的乾燥 した山といったように同じ石灰岩

か ら成り立っていても植生は変化に富んでい

る｡この付近には植物学者はもちろんのこと

現地の人達も分け入 ったことのない丘が数え

きれないほどある｡道がない上に水が加わっ

て,す ぐ目前の山にすら取り着 くことができ

ない｡こんなありさまではタイ国植物相を明

らかにしようとする私達の原餌､もどこまで達

し得るか心もとない｡

Phangngaの海岸には石灰岩の小島が多い

とのことなので Phuket島行きを変更 して海

-出る｡海面か らそびえ立っている石灰岩の

大絶壁か らボー トのエンジンの音がはねかえ

って くる｡この音に驚いたのか森の叫では野

猿の群が騒いでいる｡望遠鏡でのぞ くと猿 と

ともに沢山の花が視野に入って くる｡しか し,

ボー トを岸壁に近づけると花は20mも頭上に

あり採集することができないことが常である｡

マングローブの中を迂回しながら森の中へ

入 ると良 く繁茂 しているわりには採集品は少

ない｡Wallaceの指摘にもあるように,日の

光が良 く当たる樹冠では花が咲き実がなって

いるのに陽光の届かない林床には花が少ない｡

それでは向陽の地-と一塊の岩か らなる′J＼鴇

に上陸｡着生 ラン,キツネノマゴ科,イワタ

バコ科などの植物が多い｡この海に突き出た

石灰岩の上にも蟻が多 く,樹木を採集す るさ

い油断すると手 といわず首 といわずかみつか

れる｡

海岸での一 目を最後に Phangnga 周辺の

調査を切り上げ ThungSong-行 く｡ここ

写真 1 Phangngaの海岸
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東南 ア ジ ア研 究

は KhaoLuangのちょうど南に 位置してい

るが植物相は予期 していたほどおもしろいも

のではなかった｡というよりおもしろい地域

-入 り込めなかったのかも知れない｡す ぐ目

の前にある山も連 日の雨で近づ くこともでき

ない｡ただ 1本あるという道 も水びたしとな

った草原の中を通っているのではいたしかた

ない｡ヒルの泳いでいる沼沢の中でウツボカ

ズラや ミミカキグサ属 2- 3種などを手に入

れ引き返す｡

不案内な上に適当な地図もな く猟場を求め

てジープを乗り回す｡山頂に無線中継所があ

り頂上まで車道があると聞いて出掛けるが,

せっか くの道路も許可が必要だという｡ 日曜

日のこととて係の人がいるはず もない｡だが

歩いて登るのはかまわないとのこと｡せ っか

く来たのだか らと細か くくだいた石灰石で舗

装された退路を歩 く｡先 日の ドライブの疲れ

と直射 日光に痛めつけられ途中でへたばる｡

車一つ通 らない道路だか ら石灰石のじゅうた

んの上で寝そべっても何の心配もない｡

このようにして山野をかけめぐった南部の

旅も ThungSong周辺での 2日間の 調査を

最後に切りあげる｡この間到達 し得た最高高

度は250mに過ぎない｡しか し,前回おざな

りにしていた平地での資料収集ができたか ら,

まずまずの成果を上げえたものと思 うO帰路

は案内者でもありジープの運転をお願いした

林野庁の Anan 氏にすべてをまかせる｡ 日

本人 3人はメコンを飲んだりマンゴスチンを

ほおばったりしていただけであるが, 8月30

日バ ンコクに着いた時は一同完全にグロッキ

ー状態であった｡

KhaoLuang組はすでに次の調査地 Lang

Sang国立公園-出発 した後である｡ 3日間

のバ ンコクの休 日も清水氏は石灰岩地帯の土

壌分析に追われ,タイ国の苔類は 100%採 っ

たと豪語する北川氏は顕微鏡観察に余念がな

い｡
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写真2 PhuMiangの焼畑｡被害はまだ少な
いが開墾は続けられている｡

北部の調査は 9月 1日か ら6日まで平野先

生他 2名が PhuKradungへ,残 りの 2人は

汽車で KhunTanへ向か う｡9月 3日Khun

Tan駅で 岩槻氏 一行 と合流 し駅前広場で野

営する｡翌 日はフタバガキ科の植物やチーク

の木などの優占する広葉落葉樹林の中を登 る｡

この林は一度伐採されたのか樹木はまばらで

見上げるような大木 も散在するにすぎない｡

ヤンパルゴマ属 HeZicteresspp.のような雑

低木は比較的よ く茂っているが,草本類はき

わめて少ない｡落葉樹林帯における等本類の

貧弱さは雨期乾期の別は特にないようである｡

やがてクリ属が現われ出すと落葉樹林は首線

樹を混生する混生林になる｡混生林下では土

壌 もやや湿 りげをおびてきて草本類や低木類

も優勢になって くる.1000m 付近の Pinus

merkusiiの松林のL川こ林野庁の 宿舎があり

ここでお世話になる｡

宿泊所の 裏には タイ国内では 最高峯 Doi

lnthanonにしか 知 られていなかった 紅熟す

るソクズ Sambucusjavanicasubsp.chin-

ensisが群生 している.この subsp.chinensis

はヒマラヤ西部か ら小国,フィリピン,台湾

と目本にまで分布 している｡一方,黒熟する

ソクズ subsp.javanicaは インドシナ半 島

か らマレーシア,インドネシアに分布 してい

る｡これら両亜種の境界がどこにあるのか疑
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問であったが,今回の調査でタイ巨氾ヒ部に位

lTl;:す ることが明 らかになった｡ しか し,両亜

種ともタイ北部に点 々と分布 していることか

ら考えると単純な境界線で示されるものでは

な い ｡

植物採集はたとえ同じ場所で も季節を変え

て訪れ る必要がある｡ このことは 再 度 Doi

Suthep を訪れて改めて感 じた｡前回果実を

つけていたものが今回花を咲かせていた｡枯

れていた着生 シダは盲 々としている｡ しか し,

Viburnum cynlindricum や ソクズのように

花期が特にな く年中開花結実 しているような

植物 も多い｡

採集の方法にも色 々あるが車の利用は便利

である｡ゆっくり車を走 らせなが ら花を見つ

けると飛び出してゆ く｡集めたものは車につ

め込むか ら持 ち運びの労はずいぶんはぶける｡

DoiSuthepや MaeSariang などでこの方

法を使 った｡ しか し,タイ人の運転は速度が

速すぎて思 うようにいかない｡速度を下げて

もらって も いつの問にか 60km,80km と上

がっている｡やっと止まった時には 100m も

後戻 りしなければな らないこともしば しばあ

る｡直射 日光の中を歩いたり車窓か ら虎視旺

々獲物を狙 っていると意外と疲れ る｡

楽 しみにしていた国境沿いの山 もい くつか

登 った｡Do主PhaHom Pokはビルマとの国

_･出こゆ られて行 く｡右に左にと傾く時 は思わ

ず身が引き締まる｡泥水の中を通 ると牛の尾

で泥水を,1､りかけられ決 して乗心地の良 いも

のではない｡BanMaeSao に着いたのはや

っと矧 こなったにす ぎなか ったが荷物を運ぶ

鳥 が集まらず学校の廊下で 1汀け る｡この電

灯 もない村で英語を話す婆さんに山会 ったの

には:驚いたO 麻英のことを聞いたら誰がのみ

たいのか と言 っていた｡

_;JLf-T.rlはかび臭いそうめんを食べ, う/i/ざり

す るほど長いアプローチを行 く｡雨の上に荷

物を持たせた8頭の馬の通 った後はひどいぬ

か るみである｡この平坦な小道を 2時間 も歩

くとやがて坂道となる｡高度もぐん ぐん増 し,

水筒の水 もす ぐ底をついて しまう｡後は傘を

ったわる雨水を集めて渇きをいやす｡尾根道

に出ると混生林は焼畑跡の荒地 と化す｡単調

な荒地の車を行 くと霧の中に薄気味悪い部落

が現われる｡下 りて行 くと馬が疲れたか らこ

こで泊るという｡ 異国のこととて事情がわか

らず行程はいつ も相手まかせであるO翌 日は

2時間ほど進んだジャガイモ畑でテ ントを張

ることになるのだか ら時間の浪費もはなはだ

しい ｡

2000mを越えるとジャガイモ畑はスゲやキ

ケマン属などの群生 している湿地が現われ,

陵線を越えると美 しい煎苔林になる｡山地民

さえ入 って いなければ このILJも Doilntha-

nonと同 じようにおもしろか っただろうと思

うと残念である｡ この後 登 った DoiThung

や PhuMiangでも,DoiPhaHomPokほ

どひどくはなか ったが,焼畑]の被害を こおむ

っていた｡

LLT地民対策にはタイ国政府 も頭を痛めてい

るらしく, TungSalaengLuang 国立公園

では軍隊まで出動 して山地民の取締 りに当た

っている｡この取締 りは- リコプクーまで飛

ばす大げさなものであるが成果のほうははか

ばか しくないようであった｡Phu Miang で
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も中腹の山地民の部落に大金を投 じてコント

ロールを試みているoこの部落には自家発電

装置があり,各家庭には電灯がともっている｡

また,立派な診療所もある｡そのうえ,北欧

か ら牛を輸入 して牧畜を奨励 している｡この

ような力の入れ方にもかかわらず畑の作れそ

うな平坦地にはほとんど森林は残 っていない｡

最高峯の PhuLomLohでは一組の若い夫婦

が開墾に精を出していたか ら,この山もまだ

まだ荒れてい くことだろう｡

このような荒廃 した Lh巡 りも PhuMiang

を最後に終わる.1965年11月か ら1966年 2月

にかけての乾期と今回の1967年 8月10日か ら

10月11日にかけての雨期の調査によって基礎

資料はある程度集め得た｡しか し,広大な東

北タイの地域には全 く足を入れていない｡季

節的にも乾期の終 りか ら雨期の初めにかけて

の調査が欠けている｡

私達の資料とは別に,タイ国には林野庁所

属の ForestHerbarium と農林省の標本庫を

合わせて約10万点の標本が収められている｡

前者は Tem 氏や近年外国人によって集めら

れた資料が,後者は Kerrらによって収集さ

れ Craib らによって 研究された 標本が中心

である｡Craib らは今世紀前半ですでに 5万

点の標本を基礎に仕事をしていたのである｡

したがって,彼 らの研究を批判 してゆくため

にはまだまだ資料の集積が必要であり,その

ためにはタイ国の研究者にたよらねばならな

いだろう｡

さらに,標本を基にした仕事の上に立って

熱帯における種の分化や移住の問題を含めて

植物相を史的変遷の結果として解明するため

には熱帯における植物の生活を理解すること

が必要である｡このような観点か ら,従来の

ような短期間の観光旅行的調査方法には疑問

がある｡
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マラヤにおける植物調査

岩 槻 邦 男

2カ月を越えるタイでの仕事を終えてマラ

ヤへ移動 してきた時, 5人に減った一行はそ

れぞれに相当量の疲れを背負いこんでいた｡

10月11日,清水 ･布藤,岩槻の 3人はバ ンコ

クか ら空路クアラル ンプールに着き,空港で

マラヤ大学の Stone博士の 出迎えを受ける｡

早速,シンガポール経由で届けられていた荷

物の引取 りのために税関-行ったりしてから,

夕方になってやっとマラヤ大学を訪ね,夜は

Stone夫妻 と会食｡翌12日朝,例のように荷

物U)山に埋まってペナン-向か う汽車に乗り

込む｡一方,北川 ･福岡の両人は,11日夕方,

大量の荷物と共にバ ンコク駅を立つ国際列車

の客となって,26時間余の旅をす る｡そして,

不案内な土地を右往左往 してペナンで一行が

落ち合って宿に着いたのは,12日の夜 もずい

分遅 くなってか らだった｡

13日の午前中はゆっくり休息し,午後,ペ

ナン植物園-行 く｡ここはシンガポールと並

んで イギ リス 植民地 時代か らの 植物寓で,

Stoneさんにも,ペナンの仕事についてはこ

こでよ く打ち合わせをしてお くのがよいと示

唆されていた｡園長の CheangKokChoy氏

は2日後にはエジンバ ラ-出かけるというと

ころだったが,私どもの植物調査にも好意的
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君側 :マラヤにおける植物調査

で,職員の一人を案内に同行させて下 さるこ

とになった｡

調査の最初の目的地をペナンに選んだのは,

ここがマラヤで一番 古くか ら植物の調べ られ

ているところで,命名の基礎 となる基準標本

が沢山採 られているところだか らである｡植

物相の研究をす るためには,これまで知 られ

ていないところの調査を して新 しい知識を得

ねばな らぬことは当然のことであるが, 日本

マラヤにおける調査地

1ペナン 2カメロン高地 3クアラルン
プール 4フレーザー丘 5ウルカリ山
6 グアムサン 7プライ山 8パンティLh
9シンガポール

のように熱帯での植物相調査では欧米に遅れ

をとっているところでは,基準標本の採 られ

たところで良い資料を収集 して,既知の種類

についての確実な知識を得 ることがまず必要

なことなのである｡私 どももその常道に別 し

て,研究が比較的進んでいるマラヤでは,ま

ずペナン-赴いたという次第である｡

ペナンに植物園の開かれたのは古い話で,

1786年に束印度会社が,それまでオランダが

写真 1 ウツボカズラの一種 (ペナン丘)-
食虫植物のこの類の植物はマラヤでは
ごく普通のもので種類数も多い｡

独 占していた香辛料栽培に挑戦すべ く,そC/)

栽培闇を作ったのが, ここの植物園の始 まり

になるという｡1794年に ChristopherSmith

という人が植物研究者 として専任職員となり,

植物の収集を開始する｡続いて,1796年頃,

植物園として一般に公開されるようになった｡

その後,1806年頃にはいったん売 りに出され

た記録 もあるが,徐 々に内容 も豊かになって,

今 日では園芸植物などを主 としたこの地方の

代表的な植物園となっている｡独立後はマラ

ヤの国立植物園として,年中無休で無抹I公開

されている｡19世紀未か ら,マレイ半鳥の各

地に植物収集のための調査隊を派遣 したが,

膳葉標本はキューや大英博物館などに送付 し,

ペナンには膳菜館は作っていない｡Curtisの

調査隊をは じめ,タイ国半島部に調査の足を

伸ば したものも多い｡

14･15の両 日はペナン丘を採集す る｡案内

のイン ド人 Arumugam さんは両に詳 しく,

お陰で私どもの仕事は能率良 く進められた｡

マラヤでは多 くの人種に接す ることになった
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が,一般にマラヤ人の行動の鈍重なのには参

った｡ペナンではマラヤ人の少年を通弁に雇

っていたが,彼は徒 らにマラヤ人をひいきに

す るだけで,働きは極めて悪か った｡それに

引きかえ,後にも経験することだったが,こ

こではインド人の動きが活発で,私どももい

ろいろと助けられるところがあった｡マラヤ

人に好意を感 じたのは,タイでお役所仕事の

鈍 さに苦 しめられていたせいか,役所の仕事

が割合円滑に進行することだけだった｡

16日は例によって収集品の整理や検討,さ

らに清水 ･福岡の両名は海岸付近の植物を調

べに出かけたりする｡

私 どもの植物相調査のための現地での仕事

にはいろんな目的が課されている｡今度マラ

ヤで私 自身がやりたかったことは,タイ国シ

ダ植物誌を編むために,タイにまで分布 して

いるマレーシア要素の種類について,マラヤ

においてより詳 しい生態観察を行ない,比較

研究のための良い標本を充分に得 ることであ

った｡マラヤ自体のシダ植物相については,

30余年問シンガポールに在職 していた第一級

のシダ類専門家 R.E.Holttum が詳 しく調べ

ており,この狭い一地域は熱帯のうちでは種

類相の記載が最 もよく進んでいるところの一

つである｡だか らこそ,タイのものについて

の知見を,マラヤの種類と比較検討すること

に大切な意味がある訳である｡私どものやる

写真2 ペナン丘でコケを採集 している

北川尚史氏
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写真 3 ツルシダの一種 (カメロン高地)

野外観察は主要な外部形態の変異に関してだ

けで,詳細な形態の観察にまでは及ばない｡

それよりもむ しろ,持 ち帰って比較検討す る

ための標本の収集に主力が置かれることにな

る｡それも,自分達の手許に残 して研究す る

資料だけでな く,交換によって外国の比較材

料を入手す るための重複標品もできるだけ沢

山採集す る｡だか ら,昼の問は山を歩いて採

集 した上で,何百 という標本を乾燥させ るた

めに,夜になってか らは携帯用の乾燥器と取

り組まねばならぬという仕儀になる｡そのた

めに,また,荷物が急速に膨れ上がって,あ

ちこち動 くことが非常に困難になる｡

17日にはカメロン高地に移動 し,18日か ら

21日までの4日間をこの地域の調査に過す｡

ここは予期に違わず今回のマラヤの調査で一

番実 りの豊かなところで,22日に山を下った

時には荷物の山に圧倒されんばか りだった｡

この高地は最高が 6666フィー ト,宿をとった

タナラタが 5000フイ- トの高原で,茶畑や高

原疏菜で広範囲に開拓されているとはい え,

保護林の面積も広 く,植物相も豊かであった｡

マ レ-シア要素の熱帯植物はタイ南部とはま
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た違 った景観を展開す る｡ 久し振 りの涼しさ

に元気を回復 した一同が,ここを先途 と資料

の収集に躍起 となったのも当然のことだった

のか もしれない｡- 保護林の山径をたどっ

ている時に,幾度か ピクニ ックのイギ リス人

達に会 った｡彼 らの両歩 きの姿には,心か ら

自然の美を味読す るものだけの知 る満足感が

溢れているようだった｡女性だけの小人数の

群 もあった｡その素直な FEl然-の接 し方には,

自然の破壊者 と共通す る影など片鱗 も見られ

ないようだった｡

22日にはいったん クアラル ンプールに戻っ

てきた｡街-戻ればそこにはいろんな雑用が

待 っている｡大使館や移民局-の連絡,京都

との連絡,それにバ ンコクやシンガポールと

の連絡｡- 24日に清水 ･北川の 2人はクアラ

ル ンプール北方約 30km のテ ンプル公園-行

き,25日には 5人が揃 って再びそこ-,26日

にはフレーザー丘-行 き,28･29日はゴムバ

ックか らウルカ リ両-のアプローチで採集を

続け,30日には清水･北川 ･福間の 3人が時

間を見てバ ツ-洞付近へ出かける｡この間,

Stoneさんに ずい分 お世話に なり, 一 日は

写真 4 マトニア (ウルカリ両麓)

AnneJohnson教授の指導で野外演習を して

いるマラヤ入学 4年牡の一行 と省略一緒にな

る｡これはゴムバ ックのマラヤ大学野外研究

セ ンターで行なわれていたもので,二次林に

おける森林の年産の遷移を毎年の質料を積み

重ねて跡づけているものだった｡十数名の男

女学生が合宿 して一週間調査を継続す るとい

うことだったが,泥まみれになりなが ら一同

楽 しそうな勉強ぶりだった｡立ち寄 ったとこ

ろで,資料の同定を依頼されたりもしたが,

時間があれば彼 らともっとゆっくり交流 して

みたいと思 った｡

27日にはケボンの林業試験所-行 く｡ここ

は,芦田先住 らと事前に訪 ねた際に, シンガ

ポールの Chew 博士に, 是非寄 って お くよ

うに,と示唆されていたが,最初の クアラル

ンプール滞在の問には訪問を実現できないで

終わっていたところで,次の滞在の間 には行

けるように手配をしておいてほしいと,Stone

さんにもお願いしてお り, 自分でも連絡 して

いたところだった｡- 膳葉館主任の Whit-

more博士は折悪 しく不在だったが,若い分

類学者の FrancisNg氏が好意的に応対 して

下 さった｡措葉庫は,樹木の標本は .吊 →もの

を合めて割合充実 しているようだったが,令

般の程度は決 して高いものではなか った し,

整理 もそれほど行き届いてはいなか った｡と

はいえ,マラヤの調香を始めてか ら,両 の小

ばか りで, 喉につかえたような気持だった疑

問の幾つかを解 くことができたのは愉快だっ

た｡また,ノ日射こは柄物園を一巡 したが,さ

すがに年期が入っているだけあって, ｢入れ
もよ く行き届いていた｡フタバガキ科の喬木

が黒められているところでは,fjJ用樹木の伸

｢lHHこふさわ しく,40余種が帖えられていた｡

これだけの規模の実験園を維持 してい くのは

大変なようであるが,人件賞の安い 吊らしく,

膳葉の整理だけでも10人近い人を使 っていた

ばどで,人手には不足を していないようだっ
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たO- ここを訪ねたお陰で,ジョホールの仕

事は大変便利をした｡Ng さんが, 州の営林

局に,細かい手配をして下さったか らである｡

実際,タイでも私どもの仕事は大学関係とで

はな くて森林局と協同で進められたように,

マラヤでももっと早 くか ら林業試験所と連絡

を緊密にしてお くべきであったと,後か ら考

えたりしたことだった｡

清水 ･北川の2人は Stone夫妻と一緒に,

31日か らケランタン州のグアムサ ンに出かけ

たが,残 りの 3名はクアラル ンプールか らの

荷物の発送を終えたりなどしてか ら,11月 1

日にジョホールパルに移動 した.ケボンか ら

の連絡のお陰で,こちらでは一切が順調に運

んで, 2日はプライ山で, 3日はパ ンティ山

で仕事をし, 41]もコタティンギ付近で調査

を続けてか ら,夕方にはシンガポ-ル-移動

し,空か らやってきた清水 ･北川の 2人と再

びホテルで合流 した｡

シンガポールでは,採集品の後片付けを し

なが ら,シンガポール植物園-通 って,膳葉

庫で資料の検討を行なった｡清水 ･北川の両

名は 7日に発って一路帰国の途に向かう｡残

った 3人が,暑い膳菓庫に閉じこもって,時

間一杯山積された標本や文献を繰 っていった｡

シンガポール植物園は1822年頃か ら植物の収

集を始めたらしいが,1859年の末か ら植物園

として公開され,カルカッタと並んで,キュ

ーを中心とする大英帝国の植物園の系列の東

亜の代表であった｡敷地内に原生林まで残さ

れているが,市内で手狭なために,新 しい土

地に移す計画もあるとのことだった｡膳葉庫

は京大のものと同じくらいの規模であるが,

マレーシアか らインドシナ域までの標本が中

心になっていて,私どもには非常に興味深い

ものだった｡私 自身はタイ国シダ植物誌の仕

事の一環として,ここに収蔵されている標品

を検討することを第 1の目的としていた｡今

世紀前半に,わずかの問だけだったが正確な
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資料を収集 した E.Smith夫人の採集品と,

ペナンとシンガポールの植物園が派遣 した何

回かの調査団が集めた主としてタイ半島部の

採集品,それに タイ人採集家の Winitが採

ったものも幾 らか所蔵されていた｡時間がわ

ずか しかなかったので,一見 して記録に移せ

るものは記録だけに止めたが,さらに詳細な

検討を要するものについては,借覧するため

に選別するのが精一杯だった.

暑さにぐったりしたシンガポールの一週間

を終えて,11日に再びバ ンコクへ戻 る｡ここ

でも,面倒な税関の手続 きなどのために発送

されずにいた荷物の処理をする傍 ら,農林省

生物学課の膳葉庫-通 う｡ここは,タイの植

物相調査史上決定的な役割を 果たした A.F.

G.Kerrのために創設されたところで,彼の

採集品が一通 り揃えられている.タイ国内を

隈な く採集 した Kerrは,W.G.Craibなど

の専門家に同定を委ねるべ く,一組の標本を

英国キューの王立植物園膳菜館-送 ったoそ

して,そこか ら公表される結果を確認するた

めの対照標本を,バ ンコクの農林省生物学課

にも保存 した｡標本のうちには,どうしても

ただ一枚 しか手に入 らないものもあるが,そ

ういうものも,研究が進められている群では

キュー-届けられているらしい｡けれども,

シダ類の ように,Kerrの収集品を 詳 しく研

究する専門家のいなかった群のものについて

は,キューよりも完全な一組がここに残され

ている.キューの標本の幾つかの群のものを

検討 してみ,それをバ ンコクのものと比較 し

た結果そういうことが明らかになり,私ども

の仕事のためにも,ここの所蔵標本の詳細な

検討が不可欠の仕事であることが確かめられ

た｡今回の私のバ ンコク滞在は現地調査の事

後処理のためのもので,時間的にも恵まれぬ

ものではあったが,それでも Kerrの収集品

に一通 り目を通すことができたのは幸いだっ

た｡ここの標本は貸出しが許されていないの
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で,詳細な比較研究ができないのは遺憾なこ

とではあるが,後 日機会を得て,より詳 しい

検討を加えたいものと思 っている｡

以上の仕事を終えて,布藤 ･岩槻は11月18

日に,福岡は24日に,それぞれ帰国 し, 4カ

月になんなん とす る今回の生物調査の現地で

の作業は終えられた｡その間,収集 した標本

はマラヤのものでは,管束植物を約4000点,

享韓苔類を 1500包で,目下その整理に大童 とな

っているところである｡

この 現地調査は 文部省 科学研究費 補助金

(機関研究海外学術調査)によって遂行 され

た｡愉快で効果的な仕事を進めることができ

たのは,団長の芦田理学部長をはじめ,同行

の皆さん方 と最善の協同作業ができたか らだ

と患 っている｡また,岩村前所長･本岡教授 ･バ

ンコク連絡事務所の福井氏夫妻をはじめ東南

アジア研究セ ンターの皆 さんにもずい分お世

話になったし,マラヤ滞在中にはマラヤ大学

の Stone博士夫妻に大変街]厄介をお掛けして

しまったoシンガポールでは植物園膳菜館の

人達,就中 Chew博士にいろんな援助を賜わ

った｡これ らの方 々の御援助がなければ私 ど

もの仕事はその何分の-の成果 もあげること

はできなか ったことと思 う｡ここに感謝の言

葉を述べさせて裁いて,現地報告の筆をお く｡

(なお,今回の調査については,芦田先生

の現地報告 と,福岡さんのタイか らの報告が

あり,本稿はその二つの記録の後,最後まで

を含めたものである｡前 二報 と併せて見て戴

ければ幸 いである｡)

インドネシア留学から帰って

野 口 英 雄

1967年 1年間のインドネシアのバ ンドン工

科大学における留学か ら帰 って,一般情勢,

学校の様子そ して私の研究テーマについて等

簡単に報告します｡

留 学 の 経 過

京都大学東南 アジア研究センタ-の留学LIL-_

としてバ ンドン工科大学 InstitutTeknologi

Bandung(通称 Ⅰ.T.B.イーテーベ一,後述

の通 り1921年に工業専門学校 TechnischHO-

ogSchoolとして創立 され,現在理工学闇係

の 7学部か らな る)の芸術 ･計画学部に入席

したのが1967年 1月18日でした｡そ して帰国

す る1968年 1月11日まで,主に建築 と都市計

画関係の勉強を しました｡

最初留学の形式 と留学機閲について調査を

していた段階で,本間武教授 とプルダニア銀

行の人 々,石井米雄教授 と外務省南東アジア

課の人 々に御世話にな り,在東京インドネシ

ア大使館の人 々が非常に好意的に手続 きを進

めて 下さったおかげで手続 きは順調に進みま

した｡バ ン ドン工科大学の学長か らも私の留

学について公私にわたって協力す る旨の通信

を受 けていました し,事実よ く御世請下さい
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ました｡そ して東南アジア研究センター前所

長岩村忍教授はじめ諸先生方,建築学教室の

増田友也教授 と福山敏男教授はじめ諸先生方

には出発前 と帰国後はもとより現地にあって

も研究上の注意深い御指導を下さいました｡

ついでなが ら現地では,バ ンドン工科大の諸

先生友人達,バ ンドン市庁の都市計画課の人

々, 公共事業省研究機関 RegionalHousing

Center,教育省国家文化財協会, ジャカルタ

首都圏計画局の人 々,等 々には好意的に資料

の提供を受 け,研究に参加 させていただきま

した｡ジョクジャカルタ, ソロでは,友達の

世話で民宿を しなが ら-マ ンクブオノ家,マ

ンクヌガラン家等 4家を見,周辺の仏教 ヒン

ズー遺跡を見て回 り,デ ィエン高原近 くのウ

オノソボでも同じ好意を受けました｡改めて

御礼を述べます｡

イン ドネシアの印象

私の目で見たイン ドネシア,とくにジャワ

鳥の一部分の印象1)をふ り返 ってみようと思

います｡

私がジャカルタに着いた1967年の 1月は,

1965年の動乱についでなお政治不安が続 き,

経済復興の見通 しも立たなか った1966年 に連

続 した時期で した｡当時の情勢を反映 したイ

ンフレと盗難には私 も少 し困りました｡後に

1)インドネシアの特徴として,ジャワ島がその面
積にして非常に狭いにもかかわらず,人口･経

済 ･文化すべての面で集中し,外樋の島々にも
まして重要であることは多く指摘された事実で
す｡しかし,例えばスマ トラのメダンを中心と

した北部とパレンバンを中心とした南部,セレ
ベスのマカッサールを中心とした南部等々の地
方は非常にひらけているということです｡特に
スマ トラは古くはマレー半島に接近し,また仏
教時代はジャワにさきがけてその文化が栄えた
と思われます｡その他非常に多くの地域(島 )々
の,例えばジャワ島から遠 くないスムバワ畠,
フロレス島,チモール島等々,ジャワやバリ等
とはその民家を見る限りにおいてもかなり異質

な文明を持つことを考えるなら,まずそれぞれ
の特異性を見ることが重要だと思われます｡
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写真 1 ボゴール宮殿前の庭園

なって分か ったのですが,年末か ら年始 に渡

る時期は,米の端境期の秋を過 ぎてイスラム

教徒の正月と重なって,物資の需要が急増す

るためインフレが急速に進む時期でした｡そ

れに輪をかけて連 日のデモ騒動があったわけ

です｡

白タクを雇 ってバ ンドンに向けてジャカル

タを出発 した 日には,10月頃に始まり翌年の

6月頃まで続 く雨季の雨 も1日中な く,快晴

でそよ風の吹 く気持 ちの良い 日で した｡榔子

の並木の通 りを宮殿と熱帯植物園で有名なボ

ゴールを 過 ぎて 海 抜 3010m のグヌングデ

GunungGude(大きい山の意味)の中腹のプ

ンチャクパスを越えてバ ンドン市-の 180km

の旅は,もし道中の各所で銃を持 った兵士や

ポ リスマンが車を止めることがなかったな ら,

この上 もな く快適な旅だったに違いありませ

ん｡---それほど,野山の縁は美 しく空は澄

んでいました｡途中の果物の産地チビヌン,

ボゴールや良質米の産地チアンジュールの沿

道はごみが多 く,臭 くて,初めての私には決

して快 くは見えませんで したが,それはかえ

って異国情緒を増す もので した｡さきほど乗

り込んで来たスカイブルーのベ レー帽を被 っ

た若い兵士 も私が ドリアンについて尋ねると

す ぐに,山の中であったにもかかわ らず車を

止めて買って来て,それをナイフで切 り開い

て くれました｡また彼は運転手 と共に私を 目
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的地に届けた後, 自分達は友達同志であるこ

とを説明し,他人の卓に乗 り込む非礼を犯 し

たことを詑びて丁寧に礼を言 って帰 っていき

ました｡---ここまでの挿話を今 しば らく象

徴的に解 していただけるとすれば,その時の

私の心の申の明と暗,楽 と苦の気持 ちの並存

状態が説明出来るか と思います｡それは天が

抜けるか と思われるほど晴れ上がった熱帯の

空か らにわかに大雨を降 らすスコールのよう

な｡彼 らの経済撞活においても,どん底 にあ

ってむ しろ楽天的で した｡

ところで,ジi,り島内の交通は国鉄でも私

営の長距離バスでも,また, トラックを木造

で改造 した中距離用のバスやスブルペ ンと言

う名の,ジープ ･小型 トラック等を改造 した

約10人乗 りのものでも,実によ く走 っていま

す｡ しか し,安全性に関 しては非常に心配で

す｡鉄道は第-,地熊が弱 くその構造が粗末

な上にかな り古 くて管理 も悪いか らです｡で

すか らデ ィーゼル機関車の引 く急行列市でも

蒸気機関車でも鉄橋や トンネルにさしかか る

度に樟｣として,それか らゆっくり通過する様

は乗 っていてさえ滑稽です｡バ ンドンー ジャ

カルタ問の 180km を 4時間半で走 ります｡

この間はむ しろスブルペ ンのほうが便利です｡

少 し料金は高 くな りますが,4時間 くらいで

飛ば し,そのうえ家か ら家まで客を運んで く

れる利点があるか らです｡約35人乗 りの木造

バスは荷物を積み過ぎる上に構造的に充分で

ないので事散 も多か ったようです0時に山と

谷の多いバ ンドン周辺では道や橋の構造 も自

動車向きでな くて,バスのブ レーキが効かな

いためそのまま 30m くらい下の 谷川に 転落

して乗客全員死 亡の事故を起 こしたこともあ

りました｡

ジョクジャカルタか らバ ンドンに帰ろうと

した時,たまたま雨季の大雨のために 1カ月

くらい鉄道が不通になったことがあります｡

その時に,この区間に 3種類の夜行長踊雄バ

スのあるのを知 りました｡一つは兵上の護裾

つ きで枕 もついた最新式の極上のもの,もう

一つはプムダェクスプ レスと言 う名のベ ンツ

社製の少 し型の苦いバスです｡私はこれを利

用 しましたが, これは鉄道の通 っている内陸

部を避けてジョクジャカルタか ら北進 してマ

ゲランを通 りスマランに出て侮岸沿いに一路

西進 してチルボ ンまで進み,再び両に入 って

バ ンドンに行 くものです｡その所要時 間は約

13時間です｡ついでなが ら,このバスは大急

ぎの郵便物を頼むと先方の家に翌 ｢Iには届け

て くれるシステムになっています｡ただし料

金は速達郵便料の4倍 くらいだったと思いま

す｡

時間の点ではすべての交通機関がL臣射出や

目的地での危険防止のために,｣封明3時ない

し6時頃に出発 して遅 くとも夕方 8時には目

的地に着 くように,また, ノンス トップのバ

スの場合は夜行で走 るように, うま く出来て

いますo

最後に市内では,ジャカルタで以前か ら,

バ ンドンの場合には1967年10月か らバスが運

行を始めました｡ジョクジャカルタではそこ

が申距丁稚の木造バスのター ミナルになってい

るおかげで市内で もそれが利用出来ます｡ジ

ョクジャカルタとソロの街ではその由緒ある

街の風景にふさわ しく四輪馬車が走 ります｡

写真2 中郡ジャワの四輪馬車
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図 1 ジャワ島内で私が通った道

一般にどこの町でもベチャと言 う名の輪 タ

クが沢山ありますが,起伏の多いバ ンドンの

街では長い距離はこのベチャを乗 りつ ぐこと

もあり,また,オポレットと言 う名のスブル

ペンよりもっと悪 く狭い汚れた車で街の中を

数系統のル- トで走ってい るものもあります.

これはベチャや ドッカール (二輪馬車)より

安価でしかも速いので便利です｡

建築学科を持つ国立大学について

例年 9月に新学期が始まるインドネシアの

大学は,1966年のデモ騒ぎで,翌1967年 1月

に始まることが決定されました｡ しか しそれ

にもかかわ らず未だ学内の平静を取 りもどす

に至 らず, 3月に入 ってやっと入学試験をし

て,新学期の講義が再開されたのは4月に入

ってか らでした｡従って1967年は 1学期と2

学期の中間の休暇を返上 してスケジュールの

つまった忙 しい年で した｡その間は学校によ

って差があったようです｡

ここで建築関係の学科を持つ国立大学を列

記 しますと,

1. バ ンドン工科大学 InstitutTeknologi

Bandung: バ ンドン

2. インドネシア大学 Universitaslndo-

nesia: ジャカルタ

3. デポヌゴロ大学 UniversitasDepone-

goro: スマラン

4. ガジャマダ大学 UniversitasGadja-

mada: ジョクジャカルタ

5. スラカルタ工科大学 InstitutTeknO-

logiSurakarta: ソロ

6. ウダヤナ大学 UniversitasUdajana:

216

バ ンドン工科大学は1921年オ

ランダ政府によって工業専門学

校 TechnischHoogSchoolとして創立され

て,建築学科は1951年に始まりました｡イン

ドネシア大学は1924年に法科大学が,1927年

に医科大学が創立されて,建築学科は工学部

と共に新 しく,1965年に始まって,まだカ リ

キュラムも完備 していませんでした｡ガジャ

マダ大学はジョクジャカル タのハマンクブオ

ノ家が侯の子弟を教育していた歴史を持つ も

ので,歴史のある中部ジャワの地の利を得て

す ぐれた大学です｡その建築学科 もバ ンドン

工科大学を卒業 した優秀な若手の人達が教鞭

をとっているものです｡なおバ ンドン市には

カ トリック系の私立大学パ ラヒアンガン大学

があって建築学科を持っています｡

バン ドン工科大学

その歴史は前述のように,1921年にオラン

ダ政府による工業専門学校 TechnischHoog

Schoolとして創立され, 1943年～45年の 日

本軍による統治時代を経て,1945年～49年に

は再びオランダ政府の下でインドネシア大学

に属 し,1949年～59年にはインドネシア新政

-216-
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写真4 前面の建物の一部｡もっとも高いのが

図書館,手前の列は機械工学部｡左後
方に正門を通る南北の軸線に関して対
称の位琵引こ同じ建物が見える｡

府によるインドネシア大学に属 します｡その

間,1951年に建築学科が開設 されます｡1959

年 には大統領スカルノが母校のバ ンドン工学

部を訪れた際に盛大な祭典が催され,その宣

言 によってバ ンドン工科大学 としてインドネ

シア大学か ら独立 します｡その時の様子は,

演説集等が写真入 りで出版されていますので

分か ると思います｡この年1959年には,国連

の援助によって地域 ･都市計画学科 Depart一

meれtofRegionalandCityPlanningが開

写真5 中央ホール内部

設されて,芸術学科 DepartmentSiniRupa

と建築学科 DepartmentArsitektur と共に

芸術 ･計画学部 Facultas Sin主Rupa dan

Merentjanaan として一学部を形成 します｡

そして 1967年 には 第 1回創立 8年祭 Swin-

dun と建築学科の15年祭が催されました｡

学部は

1. 土木工学部

2. 機械 ･電気工学部

3. 数学 ･物理学部

4. 鉱物工学部

5. 化学 ･:生物学部

6. 応用物理 ･化学工学部

7. 芸術 ･計画学部

の 7学部で,教員数約300人で,そのうち教授

17人,学生総数約5000人です｡

建築学科の教科内容について

いわゆる一般教養科目は,語学すなわち,

ドイツ語等は高校で修得す る関係上英語のみ,

そのほかに社会学や心理学のほかはほとんど

課されず, 1年生の最初か ら設計製図とモデ

リングを含む専門科 目が課せ られます｡なお

地域 ･都市計画学科の場合は,"Principlesof

Planning","UrbanSociology'',HReligion'',

`̀PlanningAdministrative",〃LandEconom-

1CS",HIndustrialLocation",HResourcesM,

"PlanningStatistics","SamplingTechnic"

写真6 建 築 学 科
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等が修得されます｡

その他に週 2時間の軍事教練 Kemiliteran

と4年生にパ ンチャシラの学習が課されます｡

2年生の中間には 3カ月間の学外実習があっ

てそれを終えるとバチェラーの称号が与えら

れてそのまま卒業する学生 も少数いると聞い

ています｡なお各学科目には, 1時間の授業

(それが普通ですが)に対 して 1時間の図書

館学習と1時間の自習が義務づけられて, 3

時間で 1単位 ということになっていますが,

教科書も,ましこ参考書もそろわない状況で

はその規則 も名目的でしかないようです｡ 4

年生に進んだ学生はその年に6カ月間の学外

実習を完全に学校を離れて主に公共機関で行

ない,そこで将来の卒業研究の見通 しを思案

しながら実務を行ないます｡その時に少 し給

金をもらう学生 もあり,また,卒業後の就職

写真7 学 生 の 作 品

写真9 芸術学科の廊下
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の約束をする学生 もいたようです｡そして 5

年生で卒業設計 とそのための調査研究をしま

す｡その際教師の側では2′-3人でティーム

を作 り,そのテ ィームで 1人または2人の学

生の指導を します.テーマの選定はすべて実

在のロケーションとシチュエーションを選ん

でなされるので,港湾や空港関係をテーマと

する学生は主にジャカルタに,農業研究所 と

それに関連 した工場をテーマに選ぶ学生は主

にボゴールまたは自分の出身地の外領の島等

-という具合に,数ヵ月間出かけて調査をす

ることがあったようです｡卒業のためにはこ

の調査 レポー トを含む卒業設計がもっとも重

要視され,その採点は非常に厳格なために毎

年50-60人の新入生に対 して卒業生は10人前

後です｡

写真8 卒 業 設 計
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中部 ジャワの ヒンズー ･仏教寺院

遺跡について

中部 ジャワの歴史についてはまだ不明確な

点が多いようです｡その理 由は第 1にインド

ネシアに~in l史書がないことです｡モジョパ

イ Madjapahit王朝 (1294-1520)の もっと

も盛んだった -ヤムゲル ク Hayam Wuruk

王の治Itl:(1350-1389) に 書かれた 叙 事 詩

Nagarakertagama にして も, その記事が東

部 ジャワ時代 (927年 頃か ら)で, しか も 東

部 ジャワに関す ることのみのようです ｡2) 節

2に碑文等 に年代,王朝 と王名等出現す るが,

それ らを完全 に連続 させ るには充分でないO

第 3に古 くはイン ドと中田に少数のジャワに

関す る記事があるがそれ らも上 と同 じ状態で

ある｡等の理由によって,いちおう年代史は出

来上が っているにもかかわ らず,現在なお異

説が多 く出ているようです｡例えば,仏教文

化がもっとも栄えてボロブ ドゥル Borobudur

はじめカラサ ン TjandiKalasan,パ ウォン

TjandiPawon,ム ンドゥ TjandiMundut,

セウ TjandiSewu等の各 寺院を建築 したと

み られる シャイレンドラ Shailendra 王朝

(778年頃～864年または927年頃)3)について

2)私が現地で見た Nagarakertagamaについて

の研究は現代インドネシア学者による政治学的
な研究の′JlfFLl田のものでした｡この点に関して

且 N.J.Krom, Beschrtjving van Bara-
budur.1920;井尻進Lfボロブドゥル』上海,19
24;千原大五郎『ボロブドゥルの建築的研究』

1967(京大学位論文);BeruhardH.H.Vlek-
ke,Nusantara,A Historyof Indonesia.
HagueandBandung,1959 にも述べられて
いる｡

3)778年 (サカ紀元700年)は TjandiKalasan
出土の碑文中の Panangkarana大王がタ-ラ

女神のために寺院を建立したことが記録される

その年 号 に基づいたもの｡ Panangkarana
大王については別に907年 (サカ紀元829年)の
年号を持つ K6du出土の銅板によって, サン

ジャヤ Sandjaja王 の子 で,シャイレンドラ
Shailendra王朝のヨ二であることを知る｡

さえその起源は明確でないようです｡その王

朝は 7世紀頃か らスマ トラ南部のパ レンバ ン

を中心 とす る シュリヴ ィジャヤ Shrividjaja

王国4'の拡大 した領土 内であるというシュリ

ヴ ィジャヤ王国説が古くか ら通説だったよう

です｡その説の第 1の根拠は,仏教を信仰す

るシュ リグィジャヤ王国が 8世紀 にその領土

を著 しく拡大 したという事実,第 2にシャイ

レンドラ王朝の王達が,スマ トラのシュリグ

イジャヤ王国と同 じ仏教の信者であること｡

そのことか らシャイレン ドラ王朝の諸王に先

立つサ ンジャヤ Sandjaja王 (シヴァ教信者

でデ ィエン高原 DiengPlateau の寺院群の

建立者であると普通考え られている)は東部

ジャワ-移 った とす る｡等の理由によるもの

です｡また, シャイレン ドラ王朝の起源 につ

いてはジャワを 支配 していたカ リンガ Kali-

nga 巨 ヨ5)に由来す るという説 もあるようです｡

それはマゲ ラン Magelang 近 くのム ンテ ィ

ラン Muntilan南方,チャンガル Tjanggal

出土のサ ンジャヤ Sandjaja王の建立 した碑

文で,732年 (サカ紀元654年)の年号を持 ち,

サ ンジャヤ王の父のサナ- Sanaha王が南 イ

ンドの クニ ヤラ ･クニ ヤラ村か らジャワに来

て建国 したという記録 と,これと同 じ旨の南

イン ドのカ リンガの王が 2万人の総勢をひき

つれて中部 ジャワに移住 して来た と い う伝

説 6) に基 づいているもののようです｡それに

反 し次の四つの望洋tを根拠にシュT)ヴ ィジャ

ヤ Shrividjaja王朝は,デ ィエン高原の シヴ

ァ教寺院畔を 建立 した サ ンジャヤ Sandjaja

4)義浄の南海寄帰内法伝 (大正蔵第54巻)に ｢末

擢遊小用口今層利逝同｣と出てくるO(証聖元年,
695年t,j頃)

5)旧暦書 197(貞観14年,640年の頃),義浄大尉
西域記等に ｢河倭国｣として出現｡

6)田村隆照 ｢ボロブドゥル彫刻の周辺｣『仏教芸

術』58毎日新聞社 参照｡
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王を継 ぐものであるという説7)があるようで

す｡その四つの資料 は,

(1) 前述のチャンガル出土の碑文(732年):

サ ンジャヤ Sandjaja王の建立で,イン ドか

らサナ- Sanaha王が来て建国

(2) カラサ ン出土の碑文 (778年):シャイ

レン ドラ Shailendra王朝の Panangkarana

大王が タ-ラ女神のための寺院建立

(3) ケル ラク K台1urak 出土の 刻文 :シャ

イ レン ドラ王朝のダ ラエ ン ドラ王の文殊像造

立

(4) ケ ドゥ K台du 出土の鋼板(907年)'.サ

ンジャヤ Sandjaja王 に次いでパ ナムカラナ

大王か ら最後のパ リッン王 に至る 8人の王の

名を記す

等のものです｡ なお 事態を もう少 し複雑に

す る 記事が あります｡そ れ は,サ ンジャヤ

Sandjaja王 に代表 される 時代すなわち シャ

イ レン ドラ Shailendra王朝以前に,デ ィエ

ン高原 DiengPlateau の シヴ ァ教の 寺院群

(現在 8棟が残 っている)は建設 され,それ

は時間的にボロブ ドゥル Borobudurをはじ

めとす る仏教建築 に受 け継がれたのだという

一般的な考えを否定 して, その銘文は 809年

以前のものではないとす るジャンヌ ･オーボ

ワイエ教授8) の ものです｡そ うす ると中部 ジ

ャワのカラサ ン TjandiKalasan(女史はな

お,Kalasan 出土の 778年の碑文は現在の堂

の中に包まれるもっと古い堂 に関す る記事で,

現在の 堂は 850年以前では ないと 言 う),パ

7)前書において田村隆照氏が河本敦夫 ｢ボロブド

ゥルの浮彫(-)｣(『密教研究』89,1944)に賛同

した説です｡さらに田村氏は河本教授の労作は

｢密教的大乗仏教の教理を さぐろうと｣ して
｢印度教と仏教とがこのジャワにおいてどのよ

うな関係において習合され,対立を除去してい
ったかという考証｣と紹介している｡

8)JeanneAuboyer,LesartsdeL'AsieOri-
entaleetdeL'Extrême-Orient.1964,Que
sais-jeNot77,真鍋俊照訳 『東アジアの美術』

1965,文庫クセジ? 388,白水社｡
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ウォン TjandiPawon, ムン ドゥ Tjandi

Mundut,セウ TjandiSewu等の仏教建築を

引き継 ぐのはデ ィエ ン高原 (シヴ ァ教) とプ

ランバ ナン (ヒンズー教)の建築だというこ

とにな ります｡建築の表現を見て,カラサ ン

TjandiKalasan(仏教で,778年の 年号を根

拠 に中部 ジャワの仏教建築中最古と考えられ

ている)はそのす っきりした上方-の志向的

表現 においてプランバナン(ヒンズー教 Tja-

ndiLoro Djonggrang) に通 じる ものがあ

り,デ ィエ ン高原のものはその シルエ ットに

おいて東部 ジャワ (中部 ジャワに次 ぐ年代)

につなが るものを持 っているようにも思える｡

そ してボロブ ドゥルの隆起 した丘の地盤を利

用 してさえ,そ してあれほど豊かな表現を可

能 にした文明を もってさえ,その高 さ40mの

構造物に改造を余儀な くす るほどの失敗9) を

犯 した技術者達 は,内部にせ り上がった成の

高 い室を持つ高 さ47mのあのプ ランバ ナンの

TjandiLoroDjonggrangの シヴァ神のため

の堂を建設す る前 に,たとえ小規模であって

もカラサ ン TjandiKalasanのような成の高

い,内部にせ り上が った室を持 った堂の経験

を必要 としたか もしれない｡たとえ彼 らがそ

れ以前 にイン ドにおいてもっと困難な仕事に

成功 していたとして も, ここイ ンドネシアに

おける条件は別だっただろう, とも思えるの

です｡ しか し, デ ィエン高原の ビマ Tjandi

Bimaはその表現 において インドネシアにあ

ってはただ一つ特異で南イン ドに直接 に通 じ

ている感 じもします｡また,以前の堂を新 し

いよ り大 きい堂が包む ことはイン ドと同じで

あったか どうか,それは発掘による裏付 けを

必要 とす るで しょう｡そ してイ ンドネシアに

おける宗教史の注意深 い研究 も,また建築表

9)その最下段には,前面にはるかに出た現在の基
段の内側に未完成の浮彫を持つ基段が発見され

たことから工事の途中で設計変更がなされたと
考えられている｡
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〔スマ トラコ シュリグィジャヤ Shrividjaja王国

〔中部ジャワ〕

▼

(大乗仏教)

ボロブ ドゥル等仏教建築群

7_クラム Mataram 王朝
(ヒンズー教)

フランノヾナン

サンジャヤ Sandjaja王
(ラ ヴァ教 ･~テ ィェン高雇)

図 2 シャイレンドラ王朝の起源 :通説

⊂中 部 ジ ャ ワコ

カ リンガ Kalinga

サナハ Sanaha王

＼■-

/

国

▼
サンジャヤ Sandjaja王

(シサイ喪 ･テ ィ土ン高原)

l

▼

シャイ レンドラShailendra王朝

(大乗仏教) 仏教建築群

1

マグ_ラム Mataram 王国
(ヒ ンズー教)

図 3 シャイレンドラ王朝の起源 :サンジャヤ王系説

〔スマ トラ〕 シュリ

▼

シャイレンドラ

Shailendra王朝

(大乗仏教)

(スマ トラ-) 仏教建築群

ィジャヤ Shrividjaja王国

(大乗仏教)

サンジ ャ ヤ

Sandjaja工期

:～(シ ヴ ァ教)

J

マタラム Mataram 王朝

(ヒンズー教)

デ ィエン高原 ･プランバナン平原

図 4 シャイ レンドラ王朝の起源 :ジャンヌ ･オーボワィエ説
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現や技術の面の詳細な調査もかか る事実を発

見す るのに助けとなることを思えば,まだ結

論出来ないように思えます｡

ジャンヌ ･オーボワィエ教授は, シャイレ

ンドラ王朝について, シャイレンドラ王朝 と

サ ンジャヤ Sandjaja王朝 (多分中部 ジャワ

の南部マクラム出身 と言 う) とは同時代また

は継続 した二つの王家によるもので,共 にス

マ トラのシュリグィジャヤ Shrividjaja王国

の二つの王朝であるとし, シャイレンドラ王

朝の起源についてはシュ リグィジャヤ王国起

源説をとりなが らも別の新 しい見解をとって

います｡すなわち,850年頃サ ンジャヤ San-

djaja氏の ある王女が シャイ レンドラ Shai-

1endra氏の一族 と結婚 した｡そ してその10年

後にはシャイレンドラ氏が対敵の手に中部 ジ

ャワを放棄 してスマ トラに引退 し,そこでイ

ンドとの交渉を続 けた｡中部 ジャワに残 った

サ ンジャヤ Sandjaja氏はマクラムMataram

王朝の名で中部 ジャワと東部 ジャワを統治す

る｡すなわち,サ ンジャヤ王朝, シャイレン

ドラ王朝時代か ら,たぶん同じ中部ジャワ出

身の別の-王朝が支配 していた東部 ジャワに

食い込んで行 くとしています｡

ここで歴史的事実の追求の意義をいま一度

反省す るな ら, ≠現実の容認''10)という文化

の受容 と発展における一形態がここにも頁 に

通用 されるのかどうか という疑問,そ して仏

教 ･ヒンズ-教を培 う段階での彼 らの世界観,

10)この語は中村元『東洋人の思惟方法3』春秋社,

1964の中で仏教の受容形態にあらわれた日本人
の思惟方法に関する記述に使用されたもの｡イ
ンドネシアにおけるヒンズー仏教,そしてイス

ラム教の受容の仕方について,それらを土着の

考え方をも含んで柔軟に総合的に吸収していっ

た事実を多くの学者が指摘してきた｡このこと
は現地のインテリ達も認めている｡

ll)かかる観念が建築的に表現されたという前提を
立てることは極めて危険だと思われる｡従って,

表現の内部構造についてはもっと注意深い考察

を必要としよう｡
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その観念の建築における表現方法11)を実証せ

んがための予備作業であると思います｡通説

で, 申 部ジャワ最古だと言われるデ ィエン高

原のシヴァ寺院群がどう仏教建築群につなが

り,そ して プランバナン Plambanan Com-

plex に代表 されるヒンズ ー寺院群に つなが

って行 くか という疑問,それと並行 して別の

関係が浮かび上がって来るか もしれません｡

何度か盆地に散在する寺院に立 ってそれ らを

見通 した時, ヒンズー教のロロジョングラン

TjandiLoroDjonggrangの境内で,その北

方にあたか もこの ロロジョングランを含んで

互いに配置関係を持つかのようにして位置す

る仏教寺院セウ TjandiSewn,プラオサ ン

TjandiPlaosan等のことを 思い, さらに今

も石を切 り出しているその南方のラ トゥ ･ボ

コRatuBokoの宮殿跡の丘をながめ,この丘

に登 っては今歩いて来たこの寺院群をながめ

て,また仏教のカラサ ン TjandiKalasanに

下 ってはやはりこの丘をながめなが ら,国造

を隔てた サ リ TjandiSariを思い 描いてみ

た時,古代人達 は仮にこれ らの寺院群に直接

的な機能関係がなか ったとしても,新 しい寺

院を建設す る度に新 しい寺院群の配置におけ

る構造関係を構想 してみることがなかっただ

ろうか と思 ってみたものです｡

いま少 しジョクジャカルタ周辺の概念凶を

見なが ら前述の遺跡群の分布を見たいと思い

写真11 ラ ト ゥ ･ボ コ
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図 5 フランバナン周辺

写真13 プラオサ ン境内か ら西方を見 る

写真15 ボ ロ ブ ド ゥ ル

写真12 ロロジ ョンブラン

写真14 プ ラ オ サ ン

写真16 ボ ロブ ドゥル正 面
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写真17 ウ ン ブ ル

ます｡

ジョクジャカルタ市 か ら マゲ ラン Mage-

1ang行 きの例の トラックを 改造 した 35人乗

りの木造バスで北北東に約 35kmの位置, ム

ンテ ィラン Muntilanの町で,少 し小 さいバ

ス,ボロブ ドゥ ル行 きに乗 り替えて国道を離

れて田圃の中を西南西方に 約 10km走る｡そ

こがムンドゥMundut村です｡ここには Tja-

ndiMundut があり, 中の釈伽三尊の 完全

さは別 として も堂のプ ロポーションは実に美

しい｡それか らプロゴ川の谷を下 って再び上

るとムンドゥか ら東方 3km の地点のブ ドゥ

ル Budur村に着 きます｡ バスを降 りると前

方の丘の榔子の木の間にボロブ ドゥル Boro-

図 6 ジョクジャカルタ周辺
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budur12) が迫 っています｡このボロブ ドゥル

の上の円台まで登 って周囲を見渡す とかな り

雄大な 一区画が 東方の メラビ活火山 (海抜

2912m),ムルバブ山 (3144m),北方のスムビ

ン山 (3373m),西方のアヤムアヤム山 (1022

m)によって限 られています｡限 られている

というよりはむ しろそれ らの個性 と謂れを持

つ山 々を 背景 とした 広い 伝説の世界が 開け

ているような感 じです｡それ らの山々は充分

高 く遠 く,シャーベ ットト-ンを したその山

の姿には盆地の静けさに反 して何か動きさえ

感 じるのです｡この周辺には沢山の遺跡があ

ります｡マゲランで,北方 5km くらいの所

に温泉のわ く小 さい遺跡のあることを聞いて

早速行 ってみました.国道か ら 1km足 らず

谷に下 った田圃の中 にウンブル TjandiUm-

bulがあり,おそらく最初か ら温泉の わ くこ

の場所 に小 さい堂を建立 したものだろうと思

われました｡そこにあるい くつかの彫刻は他

のものと大差のない様式を示 しているようで

した｡ジョクジャカルタか ら右にメラビ山,

ムルバブ山の迫 るのを見なが ら北方 40kmの

マゲ ラン Magelang まで バスで 行 き, さら

に そ こか ら スブルペ ンで 10kmのスチャン

Setjangか ら北東に入 って登 り,スンビン山

(3373m)とシンドロ山 (3138m)の中間を

50km くらい登った所が高原の町 ウオノソボ

Wonosoboです｡シヴァ教遺跡が現在 8堂保

存 されている デイエン高 原 DiengPlateall

は,この町か ら 20km 登 った海抜 2000m 以

上の地点ですC現在 ここ-はウオノソボか ら

12)古く,1814年イギリス入来印度会社副総督 Sir
ThomasStamfordRafnesの指導で発見され

て後,多くの学者達の研究と発掘調査,保存が
なされた｡オランダ人 VanErpが,1897年以

降の復元工事中に測量器で ムンドゥ Tjandi
Mundutを覗いた時,それらの中間にあるパウ

ォンTjandiPawonが-直線上にあることを
発見した｡その事と,インドおよび日本の寺院
配置を考慮して,ここに伽藍配置を想定したの
ほ,千原大五郎,前掲書,p.129である｡
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毎 日1往復の トラックが出ているのですが,

私の行 った時はその トラックが故障 したとい

うことで冷い雨の中を 2日間待 って果たせず,

ウォノソボか ら引き上げて帰 って来ました｡

このウオノソボおよびデイエン高原に入 るた

めには一定の機関の証明書が必要で,それを

知 らず町に入 った私は警察との交渉が大変で

した｡

ジョクジャカル タか ら北西方,ソロ行きの

バスで 15km の 地点が プランバナン Pram-

banan村で,ここにロロジョングラン Tjandi

LoroDjonggrangをはじめ その周辺 に前述

の寺院群があります｡セウ TjandiSewu に

しても,プ ラオサ ン TjandiPlaosan にして

も,その他沢山の堂が,あるものは仏像を含

んで,おそらく風雨 と時に地震のために崩れ

落ちたままになっています｡プラオサ ンだけ

は 3室の連続 した堂 1棟だけが復元 されてい

ます｡

プラオサ ン村か ら2頭の白牛が引く大きな

牛車に便乗 して 3km ほどジョクジャカルタ

側に帰 った所がカラサ ン村で国道を 10km ほ

ど入 って道か らす ぐ見える所 に TjandiKa-

1asanがあります｡堂の上部 と背後の室が崩

ノ

図 7 ソロ市概 念図

れ落 ちていますが,晋の高 くて美 しい建物だ

と思います｡国道を隔てて火両次のぼこぼこ

道を北-入 るとプラオサ ンと良 く似た, 中 が

3室になった サ リ TjandiSariがあってよ

く修復 されています｡ここか らさきほどの国

道を 田圃の中 の まった く平坦な道を 北東-

40km 進みスラカル タ Surakarta(ソロ)の

古い町であるカ ルタスラ Kartasuraに出て,

さらに東に 10km の 地 点 が,あの広 々とし

た感 じのソロです｡

ソロとジ ョクジャカルタのクラ

トン建築について

申部 ジャワの イスラムの マクラム Mata-

ram 王国 (1575-1755, 古く864年頃の マタ

ラム王朝の未商か もしれない)は,1755年に

ススナン領スラカルタ SoesoenangebiedSu-

rakarta(バ クブオノ家) とスルタン領 ジョ

クジャカル タ SultanaatJogjakarta(-マン

クブオノ家),それに ソロの マンクヌガラン

領 Mankoenagaranとに 3分されます｡オラ

ンダ統治政策による地方分権法 (1903)と束

イン ド国家組織法 (1925)の 2法によってジ

ャワ,｢.1jr軸 ま, 3直轄地 と2自治領に分類 され,

図 8 ジョクジャカルタ市概念図
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このスラカルタとジョクジャカルタがその二

つの自治領です｡その侯の邸宅すなわち多 く

の従者 ･工人達の職場や住宅に至るまで含む

かなり大きな一区画,それがクラトンKraton

｣5'

第6巻 第 1号

と呼ばれるものですOジョクジャカルタには

もう1家,バ クアラマンPakuAlaman家が

あって,オランダの植民政策によって各 2家

ずつを対立 させたものだということです｡-

226

図 9 クラトン･スルタン･-マンクブオノ配置図
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マンクブオノ家は最大で,古

くは野外の大浴場や,水を建

築群の内部に配 したり床の下

に流 したりした水宮 と呼ぶ離

宮を持 っていたようです｡こ

の水宮は今は放棄 されてタマ

ンサ リ TamanSari(公園の

意味)という遺跡になってい

ます｡現在でも,アル ンアル

ン Alun-alun(広場)に面 し

たプ ンドポ pundopo(接客用

の大広間)をガジャマダ大学

の法経学部に開放 し,博物館

と図書館をその北に持 ってい

るほどです｡邸内には伝統衣

装を着けた多 くの従者達が各

々の持場を守っています｡私

達が何か ものを尋ねるとジャ

ワ語の宮殿語-それは丁寧で

耳に非常に快 く響 くものです

が-でゆっくり説明し,また

数十人の楽士達が奏す るガメ

ラン音楽が静かに流れていま

す｡これらの邸には,あらか

じめ権威筋の紹介状を持 って

許可を取っておけば一定の場

所に限り見せて くれますが,

特にソロのマンクヌガラン家

では PrinceRaditio氏の御

好意で,侯の寝所に至るまで

見せていただくことが出来ま

した｡



野口 :イン ドネシア留学か ら帰 -/ こ

写真19 ソロクラ トンススナン正面

写真21 プ ン ドポ 内 部

む す び

バ ン ドン, ジ ャカル タ, ジ ョク ジ ャカル タ

の都市計画等に関して,去 る3月 7日京大東

南アジア研究センターの研究例会で報告 した

ことの一部はここで省略 しました｡

写真18 ク ラ トン正 面

写真20 ソロマンクヌガランの正門プ ン ドポ

写真22 ジ ョクジャカルタ, タマンサ リの

野外大浴場

最後に,関係の各位に,またバ ンドン市で

ほとんど 1年間家族同様に私oj身の回りのこ

とをお世話下 さった今井忠治先生御夫妻に,

紙上をもって御礼申し上げます｡
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